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第 8 回岩出市市民運動会の
詳細は裏面をご覧ください！



2013・10　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

「

子
守
唄
サ
ミ
ッ
ト  

＆  

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

伝えよう文化

子
守
唄
を
歌
い
継
ぐ
全
国
の
子
守
唄
発
祥
地
7
市
村
が
、
11
月
2
日
に
岩
出
市
へ
集
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
が
表
れ
て
い
る
子
守
唄
、
そ
の
違
い
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
こ
の
子
の
か
わ
い
さ

　
　
　
　
　
　
（
静
岡
県
沼
津
市
）

▼
根
来
の
子
守
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
出
市
）

岩
出
市
で
開
催
！

「
子
守
唄
」
は

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
、
歌
わ
れ
、

「
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り
よ　

お
こ
ろ
り

よ
」
の
歌
詞
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

「
江
戸
子
守
唄
」
が
、
江
戸
か
ら
各

地
方
に
広
ま
っ
た
の
が
、
ル
ー
ツ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

岩
出
市
に
伝
わ
る

　
「
根
来
の
子
守
唄
」
は
、
江
戸
時

代
の
後
半
ご
ろ
、
郷
土
の
中
で
親
し

ま
れ
、
根
来
寺
を
中
心
に
、
紀
の
川

筋
一
帯
、
南
は
有
田
地
方
ま
で
広
い

地
域
で
歌
い
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
に
林
眞
次
氏
（
高
塚
）

が
発
行
さ
れ
た
「
根
来
の
子
守
唄
」

の
文
献
で
は
、
歌
詞
解
説
と
し
て
、

16
も
の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
歌
い
継
が
れ
て
い
る
も

の
は
、
そ
の
う
ち
の
代
表
的
な
も
の

6
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

6
つ
の
歌
詞
は
、
根
来
寺
の
門
前

町
と
し
て
栄
え
た
西
坂
本
（
現
在
の

根
来
郵
便
局
周
辺
）
の
町
屋
の
様
子

や
、
根
来
寺
が
焼
き
討
ち
に
あ
っ
た

様
子
、
住
持
池
に
伝
わ
る
伝
説
な

ど
、
当
時
の
根
来
の
様
子
を
現
在
に

伝
え
て
い
ま
す
。

▼
島
原
の
子
守
唄

　
　
　
　
　
　
（
長
崎
県
島
原
市
）

▼
宇
目
の
唄
げ
ん
か

　
　
　
　
　
　
（
大
分
県
佐
伯
市
）

▼
福
連
木
の
子
守
唄

　
　
　
　
　
　
（
熊
本
県
天
草
市
）

▼
五
木
の
子
守
唄

　
　
　
　
　
　
（
熊
本
県
五
木
村
）

▼
中
国
地
方
の
子
守
唄

　
　
　
　
　
　
（
岡
山
県
井
原
市
）

１
、
ね
ん
ね
根
来
の　

よ
う
な
る
鐘

は
ヨ　

一
里
聞
こ
え
て　

二
里
ひ
び

く
ヨ　

バ
イ
バ
イ

　

こ
の
唄
に
唄
わ
れ
て
い
る
鐘
は
、

楠く
す
の
き

正ま
さ
し
げ成

が
陣じ
ん
れ
い鐘

を
用
い
た
半は
ん
し
ょ
う鐘

と

い
う
伝
説
が
あ
る
ほ
か
、
大
和
の
岡

寺
（
奈
良
県
）
に
あ
っ
た
も
の
を
、

法ほ
う
じ
ゅ
う住
僧
正
が
根
来
寺
に
来
ら
れ
た

時
に
持
っ
て
き
た
鐘
だ
と
の
伝
説
も

あ
り
ま
す
。

２
、
ね
ん
ね
根
来
の　

か
く
ば
ん
山

で
ヨ　

と
う
し
ょ
う
寺
来
い
よ
の　

鳩
が
鳴
く
ヨ　

バ
イ
バ
イ

　

天
正
13
年
（
１
５
８
５
）
の
根
来

寺
が
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
に
攻
め
ら

れ
て
焼
亡
し
た
時
を
歌
っ
た
歌
詞
で

す
。
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
最
も
信
頼

で
き
る
の
は
、
根
来
寺
が
炎
上
し
て

い
る
時
、
大
伝
法
院
領
で
あ
っ
た
山さ
ん

東ど
う
の
し
ょ
う
庄
（
和
歌
山
市
）
の
東
照
寺
僧

兵
に
対
し
て
、
無
心
の
鳩
が
、
根
来

寺
の
滅
亡
を
惜
し
み
、
切
に
援
軍
を

求
め
た
姿
を
唄
っ
た
と
解
す
る
説
で

す
。

３
、
ね
ん
ね
根
来
へ　

い
き
た
い
け

れ
ど
ヨ　

川
が
お
と
ろ
し　

紀
の
川

が
ヨ　

バ
イ
バ
イ

　
「
川
が
恐
ろ
し
」の
と
こ
ろ
は
、「
オ

カ
メ
（
狼
）
恐
ろ
し　

目
が
光
る
」

と
も
唄
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。「
川

が
お
そ
（
と
）
ろ
し
」
は
、
氾
濫
す

る
紀
の
川
の
水
流
を
恐
れ
る
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、
川
の
渡
し
に
設
け

ら
れ
て
い
た
役
所
の
役
人
や
、
渡
し

船
の
船
頭
た
ち
が
恐
怖
の
的
に
な
っ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
、
さ
ん
さ
坂
本　

箒
は
い
ら
ん
ヨ

お
不
動
詣
り
の　

裾
で
は
く
ヨ　

バ

イ
バ
イ

　

江
戸
時
代
に
不
動
信
仰
に
よ
っ
て

復
興
し
た
根
来
寺
の
門
前
町
で
あ
る

西
坂
本
の
繁
栄
を
唄
っ
た
も
の
で

す
。
現
在
も
「
身
代
わ
り
不
動
尊
」

と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
て
い
る
不

動
明
王
尊
を
安
置
し
て
い
る
お
堂

（
八
角
円
堂
）
が
根
来
寺
に
あ
り
ま

す
。

５
、
ね
ん
ね
根
来
の　

塔
の
堂
の
前

で
ヨ　

横
に
は
う
か
よ　

が
り
ゅ
う

松
ヨ　

バ
イ
バ
イ

　
「
塔
」
と
は
、
国
宝
の
根
来
寺
大

塔
の
こ
と
で
す
。

６
、
さ
ん
さ
坂
本　

室
家
の
娘
ヨ　

嫁
入
り
し
た
と
は　

住
蛇
池
ヨ　

バ

イ
バ
イ

　

歌
詞
の
中
で
は
、
最
も
古
い
時
代

の
様
子
を
唄
っ
て
い
ま
す
。
住
持
池

（
根
来
）
は
、
別
名
「
住じ
ゅ
う
じ
ゃ
い
け

蛇
池
」
と

も
呼
ば
れ
、
伝
説
と
共
に
景
色
の
よ

い
広
大
な
池
で
す
。

11
月
2
日
（
土
）

根
来
の
子
守
唄

根来の子守唄石碑（根来寺境内）

静岡県沼津市

熊本県五木村

大分県佐伯市

岡山県井原市

熊本県天草市

長崎県島原市



3　　広報いわで　2013・10 【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

日
時　

11
月
2
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
か
ら

　
「
根
来
の
子
守
唄
保
存
会
」
の
み

な
さ
ん
は
、
郷
土
か
ら
生
ま
れ
た
子

守
唄
が
歌
い
継
が
れ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
継
承
・

普
及
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
全
国
子
守
唄
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

１
、
ね
ん
ね
根
来
の　

よ
う
な
る
鐘

は
ヨ　

一
里
聞
こ
え
て　

二
里
ひ
び

く
ヨ　

バ
イ
バ
イ

　

こ
の
唄
に
唄
わ
れ
て
い
る
鐘
は
、

楠く
す
の
き

正ま
さ
し
げ成
が
陣じ
ん
れ
い鐘
を
用
い
た
半は
ん
し
ょ
う鐘
と

い
う
伝
説
が
あ
る
ほ
か
、
大
和
の
岡

寺
（
奈
良
県
）
に
あ
っ
た
も
の
を
、

法ほ
う
じ
ゅ
う住
僧
正
が
根
来
寺
に
来
ら
れ
た

時
に
持
っ
て
き
た
鐘
だ
と
の
伝
説
も

あ
り
ま
す
。

２
、
ね
ん
ね
根
来
の　

か
く
ば
ん
山

で
ヨ　

と
う
し
ょ
う
寺
来
い
よ
の　

鳩
が
鳴
く
ヨ　

バ
イ
バ
イ

　

天
正
13
年
（
１
５
８
５
）
の
根
来

寺
が
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
に
攻
め
ら

れ
て
焼
亡
し
た
時
を
歌
っ
た
歌
詞
で

す
。
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
最
も
信
頼

で
き
る
の
は
、
根
来
寺
が
炎
上
し
て

い
る
時
、
大
伝
法
院
領
で
あ
っ
た
山さ
ん

東ど
う
の
し
ょ
う
庄
（
和
歌
山
市
）
の
東
照
寺
僧

兵
に
対
し
て
、
無
心
の
鳩
が
、
根
来

寺
の
滅
亡
を
惜
し
み
、
切
に
援
軍
を

求
め
た
姿
を
唄
っ
た
と
解
す
る
説
で

す
。

３
、
ね
ん
ね
根
来
へ　

い
き
た
い
け

れ
ど
ヨ　

川
が
お
と
ろ
し　

紀
の
川

が
ヨ　

バ
イ
バ
イ

　
「
川
が
恐
ろ
し
」の
と
こ
ろ
は
、「
オ

カ
メ
（
狼
）
恐
ろ
し　

目
が
光
る
」

と
も
唄
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。「
川

が
お
そ
（
と
）
ろ
し
」
は
、
氾
濫
す

る
紀
の
川
の
水
流
を
恐
れ
る
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、
川
の
渡
し
に
設
け

ら
れ
て
い
た
役
所
の
役
人
や
、
渡
し

船
の
船
頭
た
ち
が
恐
怖
の
的
に
な
っ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
、
さ
ん
さ
坂
本　

箒
は
い
ら
ん
ヨ

お
不
動
詣
り
の　

裾
で
は
く
ヨ　

バ

イ
バ
イ

　

江
戸
時
代
に
不
動
信
仰
に
よ
っ
て

復
興
し
た
根
来
寺
の
門
前
町
で
あ
る

西
坂
本
の
繁
栄
を
唄
っ
た
も
の
で

す
。
現
在
も
「
身
代
わ
り
不
動
尊
」

と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
て
い
る
不

動
明
王
尊
を
安
置
し
て
い
る
お
堂

（
八
角
円
堂
）
が
根
来
寺
に
あ
り
ま

す
。

５
、
ね
ん
ね
根
来
の　

塔
の
堂
の
前

で
ヨ　

横
に
は
う
か
よ　

が
り
ゅ
う

松
ヨ　

バ
イ
バ
イ

　
「
塔
」
と
は
、
国
宝
の
根
来
寺
大

塔
の
こ
と
で
す
。

６
、
さ
ん
さ
坂
本　

室
家
の
娘
ヨ　

嫁
入
り
し
た
と
は　

住
蛇
池
ヨ　

バ

イ
バ
イ

　

歌
詞
の
中
で
は
、
最
も
古
い
時
代

の
様
子
を
唄
っ
て
い
ま
す
。
住
持
池

（
根
来
）
は
、
別
名
「
住じ
ゅ
う
じ
ゃ
い
け

蛇
池
」
と

も
呼
ば
れ
、
伝
説
と
共
に
景
色
の
よ

い
広
大
な
池
で
す
。

　

代
表　

三み

す栖　

美み

ち

こ
智
子
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

活
動
の
大
切
さ

根
来
の
子
守
唄
保
存
会

　

ま
た
、
根
来
小
学
校
と
山
崎
小
学

校
、
山
崎
北
小
学
校
の
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」
で
根
来
の
子
守
唄
を
指

導
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

か
く
ば
ん
祭
り
や
公
民
館
フ
ェ
ア
ー

で
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
岩

出
市
の
子
ど
も
た
ち
に
、
根
来
の
子

守
唄
を
伝
え
て
い
く
事
は
、
と
て
も

大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伝
え
て
い
く
こ
と

■
15
時
～
16
時

　

全
国
子
守
唄
保
存
会
コ
ン
サ
ー
ト

■
16
時
30
分
～
18
時

・
第
1
部
（
16
時
30
分
～
17
時
10
分
）

  

紫
倉　

麻
里
子
氏     

コ
ン
サ
ー
ト

  （ 

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
）

・
第
2
部
（
17
時
20
分
～
18
時
）

   
金
澤
は
い
か
ら
小
町
コ
ン
サ
ー
ト

  （
演
奏
家
ユ
ニ
ッ
ト
）    

等

親
が
子
ど
も
を
寝
か
せ
る
た
め
に
、

歌
う
も
の
。
皆
さ
ん
は
、
そ
の
よ
う

な
印
象
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？
し

か
し
、
今
年
、
岩
出
市
に
集
ま
る
そ

　

子
守
唄
サ
ミ
ッ
ト
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
毎
年
、
加
盟
し
て
い
る
い

ず
れ
か
の
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
じ
る

こ
と
は
、
ど
の
開
催
地
で
も
、
多
く

の
方
に
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
子
守
唄
を
大
切
に
、

そ
し
て
未
来
へ
伝
え
て
い
こ
う
と
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、

私
た
ち
も
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
披
露

し
、
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
活
動

の
大
切
さ
を
一
層
感
じ
ま
す
。

　

高
齢
者
施
設
等
か
ら
も
声
を
か
け

て
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
、
岩
出
市

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
い
る

子
守
唄
の
歌
詞
を
見
て
み
る
と
、
そ

の
印
象
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
「
ね
ん
ね
根
来
の
」
で
始
ま
る
「
根

来
の
子
守
唄
」
は
、
寝
か
せ
唄
に
な

り
ま
す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
子
守
奉
公
に
出
さ

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
奉
公
の
辛
さ

や
父
母
を
思
う
気
持
ち
を
口
ず
さ

む
、
哀
調
を
帯
び
た
「
子
守
唄
」
が

た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
お

集
ま
り
の
地
域
の
子
守
唄
の
幾
つ
か

は
、「
守
り
子
唄
」に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

是
非
、
ご
来
場
い
た
だ
き
、
各
地

域
の
歴
史
を
感
じ
つ
つ
、
或
い
は
、

懐
か
し
い
ご
自
身
の
幼
い
こ
ろ
の
思

い
出
に
浸
り
な
が
ら
、
全
国
各
地
の

子
守
唄
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

実行委員会（生涯学習課内）℡ 62 ‐ 2141（内線 281）

内
の
み
な
ら
ず
、
紀
の
川
市
や
か
つ

ら
ぎ
町
ま
で
訪
問
に
出
か
け
ま
す
。

小
さ
い
頃
岩
出
で
過
ご
さ
れ
て
い

て
、
懐
か
し
い
と
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
こ
と
も
あ
り
、
大
変
う
れ
し
い
で

す
。
し
か
し
、
岩
出
市
に
お
住
ま
い

の
方
で
も
、
子
守
唄
を
知
ら
な
か
っ

た
、
今
日
初
め
て
聞
い
た
と
お
っ

し
ゃ
る
方
も
い
て
、
保
存
し
て
い
く

こ
と
、
伝
え
て
い
く
こ
と
の
難
し

さ
、
大
切
さ
を
実
感
し
ま
す
。

▲根来の子守唄の演舞の様子

▲根来の子守唄保存会練習の様子

   　
「
根
来
の
子
守
唄
」
よ
り
抜
粋

　
　
　
　
　
　

 

著　

林　

眞
次
氏

　
「
子
守
唄
」
は
、
愛
情
を
こ
め
て
、

内
容

■
13
時
30
分
～

　

子
守
唄
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

場
所　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　

小
ホ
ー
ル

○問い合わせ先　全国子守唄サミット＆フェスティバル 2013in 岩出

※
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら
の
拠
出
金
を
受
け
て

　

実
施
す
る
も
の
で
す
。
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企
画
展
お
よ
び
講
演
会
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク
へ
の
入
場
料
は
、
無

料
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

　

℡
63
‐
１
４
９
９

■
講
演
会

○
日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

２
階　

大
会
議
室

○
演
題　
「
根
来
の
子
守
唄
と
地
域

　
　
　
　

再
発
見
」

○
講
師　

和
歌
山
大
学
観
光
学
部
地

　
　
　
　

域
再
生
学
科
教
授

　
　
　
　

米よ
ね
や
ま山　

龍
り
ゅ
う
す
け介

氏

秋
季
企
画
展
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
す  

「
子
守
唄
と
根
来

　

︱
根
来
の
子
守
唄
に
唄
わ
れ
た
ふ

　

る
さ
と
の
様
子
︱
」

■
秋
季
企
画
展

○
展
示
内
容　

根
来
の
子
守
唄
の
里

と
し
て
知
ら
れ
る
当
市
の
子
守
唄
に

つ
い
て
、
そ
の
歌
詞
か
ら
当
時
の
く

ら
し
や
様
子
に
つ
い
て
、
地
域
に
残

る
資
料
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

○
展
示
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

○
展
示
期
間　

　

10
月
30
日
（
水
）
～　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

11
月
24
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
資
料
館
へ
の
入
館
は
、
午
後
4
時

30
分
ま
で
。

　

展
示
期
間
中
の
休
館
日
は
、
5
日

（
火
）、
6
日
（
水
）、
12
日
（
火
）、

19
日
（
火
）
と
な
り
ま
す
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

子
守
唄
保
存
会
の
活
動
紹
介
と
展

　

示
解
説

○
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館
２
階

　

大
会
議
室
（
保
存
会
活
動
紹
介
）

　

１
階
企
画
展
示
室
（
展
示
解
説
）

○
活
動
紹
介　

根
来
の
子
守
唄
保
存

　
　
　
　
　
　

会
会
長

　
　
　
　
　
　

三み

す栖　

美み

ち

こ
智
子
氏

○
展
示
解
説　

民
俗
資
料
館
職
員

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
8
回
岩
出
市
文
化
祭

　
　

陶
芸
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

○
日
程

①
11
月
3
日
（
日
）
午
前
10
時
～

②
11
月
3
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

③
11
月
4
日
（
月
・
祝
）
午
前
9
時
～

○
定
員　

①
②
③
各
15
名

○
場
所　

岩
出
市
陶
芸
館

　
　
　
　
（
サ
ン
ホ
ー
ル
）

○
応
募
資
格　

岩
出
市
民

○
材
料
費　

５
０
０
円
程
度

○
申
込
方
法　

陶
芸
体
験
ご
希
望
の

方
は
、
10
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
岩

出
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
２
８
５
・
２
９
４
）

第
8
回
岩
出
市
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

○
テ
ー
マ

～
未
来
に
つ
な
ご
う　

輝
く
文
化
～

（
式
典
）

11
月
3
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら

（
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
）

式
典
終
了
後　

午
前
10
時

（
作
品
展
示
・
芸
能
発
表
）

11
月
3
日
（
日
）・
4
日
（
月
・
祝
）

○
場
所

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館
ほ
か

○
問
い
合
わ
せ
先

　

第
8
回
岩
出
市
文
化
祭
実
行
委
員  

　

会
事
務
局

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
２
８
５
・
２
９
４
）

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
等
に
つ
い
て

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま

す
。
ま
た
、
11
月
に
は
チ
ラ
シ
を
各

戸
配
布
い
た
し
ま
す
。

昨年の様子



5　　広報いわで　2013・10

news
iwade

【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

　

 

平
成
26
年
度

　

保
育
所
（
園
）
入
所
受
付
︿
一
次
募
集
﹀

　
　

申
込
書
配
布
及
び
受
付
に
つ
い
て保育所（園）所在地及び保育所定員

◎
入
所
申
込
書
の
配
布
日

　

10
月
1
日
（
火
）
か
ら

◎
配
付
場
所

　

各
市
立
・
私
立
保
育
所
（
園
）

　

岩
出
市
役
所
福
祉
課

◎
入
所
申
込
書
の
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
4
月
に
、保
育
所
（
園
）

へ
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み

次
の
と
お
り
受
付
を
行
い
ま
す
。

〇
受
付
日
に
入
所
予
定
児
童
同
伴
の

上
、
第
1
希
望
の
保
育
所
（
園
）
ま

た
は
市
役
所
で
受
付
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

下
記
の
日
程
表
参
照
。

※
平
成
26
年
5
月
以
降
の
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
は
随
時
募
集
と
な
り
ま

す
の
で
、今
回
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
現
在
、
既
に
保
育
所
（
園
）
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
は
、保
育
所
（
園
）

か
ら
継
続
ま
た
は
転
園
申
込
書
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

施設名 電話番号 所在地 定員 受入年齢

公

立

岩出保育所 62-2402 清水 196-1 120

1 歳以上

（H26.4.2 現在）
山崎保育所 62-2844 湯窪 59 250

根来保育所 62-2701 根来 1281 210

上岩出保育所 62-2814 南大池 72 270

私

立

しらゆり保育園 62-8678 今中 98 120 0 歳以上
（生後6ヵ月以上）
（H26.4.2 現在）さくら保育園 62-6200 新田広芝 182 160

岩出第二保育所
（H26.4 おひさま保育園）

63-0269 岡田 550 120 0 歳以上
（生後 6 週以上）
（H26.4.2 現在）山崎北保育園 62-0732 金池 354 230

公立 私立
11 月 5 日（火） 岩出保育所 11 月 11 日（月） 山崎北保育園

11 月 6 日（水） 根来保育所 11 月 12 日（火） さくら保育園

11 月 7 日（木） 上岩出保育所 11 月 13 日（水） 岩出第二保育所

11 月 8 日（金） 山崎保育所 11 月 14 日（木） しらゆり保育園

11 月 15 日（金） 岩出市役所　3 階　第 6 会議室

11 月 16 日（土） 岩出市役所　3 階　第 6 会議室

②日程と場所　受付場所は各保育所（園）

※保育年次（生年月日で区別）
・年長（5 歳児）…平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日生

・年中  （4 歳児）…平成 21 年 4 月 2 日～平成 22 年 4 月 1 日生

・年少  （3 歳児）…平成 22 年 4 月 2 日～平成 23 年 4 月 1 日生

・4 年   （2 歳児）…平成 23 年 4 月 2 日～平成 24 年 4 月 1 日生

・5 年   （1 歳児）…平成 24 年 4 月 2 日～平成 25 年 4 月 1 日生

・6 年   （0 歳児）…しらゆり・さくら　生後 6 ヵ月以上の児童

　　　　　　　　   岩出第二・山崎北　生後 6 週以上の児童　

※上記受付日程で申し込みされた方が一次募集受付となります。
※必ず、入所（園）予定児童同伴で受付を行ってください。

入所受付日程
○
入
所
で
き
る
の
は
、
家
庭
で
の
保

育
に
欠
け
る
児
童
で
す
。

○
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
所
審

査
会
で
厳
正
な
審
査
を
行
っ
て
入
所

決
定
い
た
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
希

望
の
保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

 

福
祉
課 

　

児
童
福
祉
係 
保
育
所
担
当

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
３
２
５
・
３
３
８
）

敬
老
会
が
盛
大
に

　
　
　           

開
催
さ
れ
る

　

9
月
16
日
（
月
・
祝
）
正
午
か
ら

岩
出
市
民
総
合
体
育
館
に
お
い
て
「
敬

老
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
会
場

内
が
満
席
に
な
る
ほ
ど
多
数
の
方
々

が
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
の

方
々
の
歌
声
や
子
供
た
ち
の
遊
戯
、

漫
才
や
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
演

芸
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ど
な
た
も
、
岩
出
市
発
展

の
礎
を
築
か
れ
た
大
切
な
方
々
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
い
て
く
だ

さ
い
。

ただし、11 月 15 日、16 日は市役所

①時間　午前 9 時から午後 4 時 平
成
26
年
度

　

保
育
所
（
園
）
入
所
受
付
︿
一
次
募
集
﹀

　
　

申
込
書
配
布
及
び
受
付
に
つ
い
て
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災
害
に
負
け
な
い

　
強
い
思
い

　
　
　

広
告

耐 震 診 断 を 受 け ま せ ん か？無料で

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅限定
  （プレハブ住宅は除く）

・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ床面積
  ２００㎡以下

問い合わせ先　都市計画課開発指導係　℡ 62-2141（内線 223 ～ 225）

岩
出
市
地
域
防
災
訓
練
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　

9
月
1
日
（
日
）、
午
前
8
時
30

分
に
紀
伊
半
島
沖
を
震
源
地
と
し
た

東
南
海
・
南
海
地
震
が
発
生
し
た
と

の
想
定
で
市
内
小
学
校
な
ど
7
か
所

を
訓
練
会
場
に
地
域
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
、
家
庭
に
お
い
て
も
避
難

場
所
の
確
認
や
家
具
の
転
倒
防
止
、

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
の
準
備
な
ど

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
毎
年
防
災
訓
練

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◀
簡
易
オ
ム
ツ
作
成
訓
練

講師　和歌山大学　防災研究教育センター
客員教授　今

いまにし

西　武
たけし

　氏

マ
イ
ト
イ
レ
作
成
訓
練

▲軽装甲機動車の展示

◀
土
嚢
作
成
訓
練

▲消火栓取扱訓練

▼初期消火訓練

◀
折ったところを

こうやって広げ

ます！

◀

大
規
模
な
地
震
に
備
え
て
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災
害
に
負
け
な
い
　
強
い
思
い

戸
と だ

田　遥
は る な

菜（上岩出小学校）

題　「地震に備えて」

鈴
す ず き

木　咲
さ き

葵（根来小学校）

題　「大地震から身を守る
永
ながやま

山　航
こ う た ろ う

太郎（岩出小学校）

題　「南海トラフ大地震」

福
ふ く だ

田　詩
し ほ

歩（山崎北小学校）

題　「命を守る三つの行動」

山
やまさき

﨑　萌
も も か

々花（山崎小学校）

題　「震災のおそろしさ」

佐
さ の

野　晴
は る か

香（中央小学校）

題　「今、私達にできること」

　

8
月
20
日
（
火
）、
紀
の
川
市
打

田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
子
ど
も
防

災
博
士
意
見
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
6
回
目
を
迎
え
、
那
賀

消
防
組
合
消
防
本
部
は
子
ど
も
た
ち

に
防
災
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
年
に
1
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
岩
出
市
・
紀
の
川
市
の
小
学
校

１
︐
２
６
２
点
の
応
募
の
中
か
ら
22

名
が
代
表
と
し
て
選
ば
れ
、
岩
出
市

か
ら
は
6
名
の
児
童
が
防
災
に
つ
い

て
堂
々
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

防
災
に
対
す
る
思
い
を
発
表
す
る

児
童
た
ち
を
見
る
と
、
一
人
一
人
の

逞
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。　

子
ど
も
防
災
博
士
意
見
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

ために」

こ
れ
か
ら
の
将
来
を
担
う
児
童
た
ち
の
、
災
害
に
対
す
る
強
い
思

い
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

9
月
14
日
（
土
）、
大
宮
緑
地
総

合
運
動
公
園
西
側
駐
車
場
に
お
い

て
、
那
賀
消
防
組
合
に
よ
る
第
11
回

集
団
救
急
事
故
総
合
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
和
歌
山
県
北
部
で
広
範

囲
に
強
い
揺
れ
を
感
じ
る
地
震
が
発

生
し
、
震
度
6
強
を
観
測
、
多
数
の

被
害
と
負
傷
者
が
出
た
と
の
想
定

で
、
負
傷
者
の
救
出
救
助
及
び
救
護

な
ど
の
協
力
体
制
を
構
築
し
、
迅
速

な
対
応
を
図
る
た
め
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
参
加
者
に
訓
練
の
詳
細

を
伝
え
ず
に
、
１
回
目
の
訓
練
を
行

い
、
そ
の
活
動
を
検
証
、
２
回
目
の

訓
練
に
活
か
す
「
実
務
研
修
型
」
訓

練
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

■
訓
練
内
容

○
災
害
現
場
の
情
報
収
集

○
部
隊
指
揮
・
運
営

○
救
出
救
助
訓
練

　
（
倒
壊
家
屋
・
多
重
車
両
事
故
等
）

○
瓦
礫
内
医
療
活
動

○
応
急
救
護
所
運
営
訓
練
、
応
急
処

　

置
及
び
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

■
参
加
機
関

　

那
賀
振
興
局
（
岩
出
保
健
所
）

　

岩
出
警
察
署

　

公
立
那
賀
病
院　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

　

那
賀
消
防
組
合

　

岩
出
市
消
防
団

　

岩
出
市
役
所

大
規
模
な
地
震
に
備
え
て
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news iwade

根来公園墓地
根来公園墓地で設置実績のある墓石業者がご相談を承ります。

現地見学会 ・ 申込受付

○問い合わせ先　岩出市役所　都市計画課　℡ 62-2141（内線 223）

お墓のギモン、一緒に解決！市営

平成 25 年 10 月 5 日（土）、6 日（日）午前 9 時～午後 3 時まで

申込みには、認印と本人確認書類が必要です。

5 日限定！

れば当方で代理申請いたします。（手数料 200 円をお預かりします。）
また、住民票（記載事項に省略のないもの）が必要ですが、委任状をいただけ

現地で直接ご説明いたします。見に来たその日に申込完了！

10
月
21
日
～
27
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！　

例
え
ば

こ
ん
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

島し
ま
も
と本

　
忠た
だ
お生

　
　
　（
岩
出
市
金
池
）

日  

時

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員

10
月
16
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

岩
出
市
役
所  

　
　
　

2
階
第
4
会
議
室

朝あ
さ
い
ね稲

　
記き

み

え
美
惠

　
　
　（
岩
出
市
金
屋
）

秘
密
厳
守
し
ま
す
！

行
政
機
関
へ
の
疑
問

・
質
問
、
行
政
で
し
て

ほ
し
い
こ
と
な
ど
何
で
も
お
気
軽
に
相
談
を
！

無
料
で
す
！

場  

所

相
談
委
員

☆
賃
金
や
仕
事
の
内
容
が
最
初
の
話

と
違
う
、
我
慢
す
る
し
か
な
い
の
？

☆
市
道
と
国
道
の
接
続
に
段
差
が
あ

る
。
国
で
も
市
で
も
い
い
か
ら
早
く

修
理
し
て
ほ
し
い
。

☆
高
齢
の
母
の
た
め
に
家
を
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
し
た
い
。

☆
生
活
に
困
っ
て
い
る
場
合
、
ど
の

よ
う
な
国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
の

か
知
り
た
い
。

　

あ
な
た
が
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
心
配
な
こ
と
な
ど
の
お
悩
み

は
行
政
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
和
歌
山
行
政
評
価
事
務
所

　

℡
０
７
３
‐
４
３
１
‐
８
２
２
１

　

市
長
公
室 

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

○
行
政
苦
情
１
１
０
番

　
【
全
国
統
一
番
号
】

　

℡
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

☆
年
金
の
お
知
ら
せ
を
受
け
と
っ
た

け
れ
ど
見
方
が
分
か
ら
な
い
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
？ 

☆
土
地
・
建
物
の
名
義
が
亡
祖
父
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
？

行
政
な
ん
で
も
相
談
所

平
成
25
年
度　

市 

政 

懇 

談 

会

　

平
成
9
年
か
ら
岩
出
市
区
・
自
治

会
長
会
と
共
催
で
実
施
し
、
17
回
目

と
な
る
今
年
度
の
市
政
懇
談
会
を
、

7
月
24
日
か
ら
9
月
3
日
ま
で
の

間
、
市
内
18
会
場
に
お
い
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
へ
は
、
延
べ
、
６
５
９
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
市
の
施
策

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
賜

り
ま
し
た
。

　

市
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
に
つ

い
て
は
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
こ
と

は
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市

政
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
ご
参
加
、

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

主
な
ご
意
見
・
ご
要
望

・
防
災
に
関
す
る
こ
と

・
浸
水
対
策
に
関
す
る
こ
と

・
渋
滞
対
策
・
道
路
整
備
に
関
す
る
こ
と

・
溝
掃
除
に
関
す
る
こ
と

・
ご
み
資
源
化
に
関
す
る
こ
と

・
学
生
の
自
転
車
マ
ナ
ー
に
関
す
る 

こ
と

　

市
長
公
室 

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

地
域
の
声
を
市
政
に
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い
わ
で
夏
ま
つ
り
募
金
へ
の

お
礼
と
ご
報
告

2013
　

２
０
１
３
い
わ
で
夏
ま
つ
り
募
金

活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
み

な
さ
ま
の
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
市
内
の
公
共
施
設
お
よ
び

当
日
の
夏
ま
つ
り
会
場
に
募
金
箱
を

設
置
し
、
３
３
︐
８
４
８
円
の
募
金

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
募
金
は
、
夏
ま
つ
り
の
運
営
資
金

と
し
て
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

い
わ
で
夏
ま
つ
り
を
「
市
民
が
つ

く
る
市
民
の
ま
つ
り
」
と
し
て
今
後

も
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
幅
広
い
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
わ
で
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　

実
行
委
員
長　

谷
口　

憲
治

みんな協力

　ありがとう！！
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税    務    課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　税務課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　市民税係　　　内線141~144
　　　　　　　　固定資産税係　内線145~147
　　　　　　　　納税係　　　　内線151~153　からのお知らせ

　　平成 25 年 10 月 31 日   までとなっております。

（
納
税
義
務
者
）

給
与
所
得
者

個 人 住 民 税 の 特 別 徴 収 の 方 法 に よ る 納 入 の し く み

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

給
与
支
払
者

市　

町　

村（６月から翌年５月
        の給与支払時）

①給与支払報告書の提出

②特別徴収税額の通知

⑤税の納入

（1 月 31 日まで）

（5 月 31 日まで）

（翌月 10 日まで）

③特別徴収税額の通知

④税の徴収

○
特
別
徴
収
と
は
？

従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
の
個
人
住
民

税
は
、
事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
毎

月
徴
収
し
、
市
町
村
に
納
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

所
得
税
の
源
泉
徴
収
に
あ
た
る
も
の
が
、
住
民
税
（
市
県

民
税
）
で
は
特
別
徴
収
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
事
業
者
（
給
与
支
払
者
）

が
、
住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）

に
代
わ
っ
て
、
毎
月
に
支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税
を
徴
収
（
天

引
き
）
し
、
市
町
村
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

○
ど
の
よ
う
な
場
合
に
事
業
者
は
、
特
別
徴
収
義
務

　

者
に
な
る
の
で
す
か
？

所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
場
合
は
、
個
人
住
民
税
に

つ
い
て
も
特
別
徴
収
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
税
法
で
は
、
前
年
中
に
給
与
所
得
が
あ
っ
た
個
人
住
民

税
の
納
税
義
務
者
で
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

事
業
者
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
特

別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
個
人
住
民
税
を
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
従
業
員
ご
と
の
住
民
税
額
は
、
市
町
村
で
計
算
し
、
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
な
ど
の
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

・
従
業
員
の
方
に
と
っ
て
も
、
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
等
に

　
出
向
く
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
税
係
（
内
線
１
４
１
～
１
４
４
）

家屋を滅失（取り壊し等）されたときは・・・

家屋を取り壊したら・・・

　家屋に対する固定資産税

は、毎年１月１日現在の状況

に基づいて課税されます。年

の途中で取り壊し等された家

屋につきましては、翌年度の

課税内容に影響がありますの

で、 必 ず 手 続 を お 願 い し ま

す。

②登記がない場合①登記がある場合

上記いずれかの手続が必要です。

法務局へ『滅失登記』

※滅失登記が遅れる場合は

　市役所へ『家屋滅失届』

市役所へ

　　『家屋滅失届』
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生活環境課
【問い合わせ先】　生活環境課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　　　　　　　内線185・186
　　　　　　　　クリーンセンター
　　　　　　　　　　　　　　TEL.62-0814 からのお知らせ

Ｂタイプ（２個で１セット）A タイプ

電動式生ごみ処理機・生ごみ処理容器購入補助制度をご利用ください！
《電動式生ごみ処理機》
　補助率　２分の１　補助上限額　　３万円

○補助対象者
①市内に住所を有し、かつ、居住している方（法人等事業   

　所は除く）

②市内に店舗を有する販売店から処理機を購入する方

③平成 26 年３月 31 日までの期間に処理機を購入し、自

　己の住居に設置できる方

④周辺の人に迷惑のかからないよう、常に良好な状態で維

　持管理できる方

⑤堆肥として利用するなど適切に処理し、生ごみを減量化

　できる方

《生ごみ処理容器》
　補助率　３分の２

○補助対象者
　①市内に居住する方（法人等事業所は除く。）

　②堆肥化した物については、自己処理できる方

○受付期間　　平成 26 年３月 31 日までの随時。　

ただし、補助予定額に達した場合は、その時点で締め切ら

せていただきます。

○申込方法　　購入をご希望の方は、印鑑をご持参の上、

生活環境課までお越しください。

　なお、電話でのお申し込みはできませんので、ご了承く

ださい。

品名 購入価格 補助金額 自己負担金

生ごみ処理容器（Ａ）130ℓ

縦 56cm ×横 56cm ×高さ 65cm
4,861 円 3,241 円 1,620 円

生ごみ処理容器（Ｂ）15ℓ

直径 30.7cm ×高さ 40.2cm
4,168 円 2,779円 1,389 円

ごみの分別と資源化にご協力ください！
　岩出市では、ごみの減量化・資源化の推進、負担の公平化を図るため、「ごみ有料化」を実施しています。

【福  祉  加  算  配  布】

▼福祉加算配布の無料配布枚数（該当者１人当たりの 10 月申請分の配布枚数）

対　象　者 申請に必要な書類 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

Ａ：身体障害者手帳（１級または２級）の交付を
受けている方で、おむつを使用している方

・おむつの領収書（レシート可）
・追加で配布を必要とする方の印鑑
・身体障害者手帳

45 枚 30 枚 23 枚

Ｂ：要介護４または５の認定を受けている方で、
おむつを使用している方

・おむつの領収書（レシート可）
・追加で配布を必要とする方の印鑑
・要介護認定通知書、又は介護保険証

45 枚 30 枚 23 枚

Ｃ：常時おむつを使用している方 ・おむつの領収書（レシート可）
・追加で配布を必要とする方の印鑑 45 枚 30 枚 23 枚

　次の該当者には各世帯の人数に応じた無料配布枚数に加えて生活環境課窓口にて本人または家族等により申請をいただ

いた上でごみ袋を配布しています。 ただし、申請は年 1 回のみで、申請時に袋の大きさを選んでいただきます。

⑥市税の滞納がない方

⑦過去５年間に電動式生ごみ処理機の補助金の交付を受け

　ていない方

○受付期間　平成 26 年３月 31 日までの随時。

　ただし、補助予定額に達した場合は、その時点で締め切

らせていただきます。

○申込方法　申請書は、生活環境課窓口または市ウェブサ

イトから入手できます。

　申込方法の詳細については、生活環境課までお問い合わ

せください。

○補助金額等   １世帯当たり１台とし、購入金額の２分の

１の額を補助。ただし、補助限度額は、３万円とします。

【無料配布分引換券の引換期限】　　平成 25 年 10 月 31 日   までとなっております。

　　お早めに引き換えていただきますようお願いします。
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生活環境課からのお知らせ

◎
犬
は
、
綱
や
鎖
で
つ
な
い
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、
必
ず
引
き

綱
や
鎖
な
ど
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

◎
鑑
札
、
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の
首

輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

犬
・
猫
の
飼
育
は
飼
い

主
の
責
任
と
愛
情
で
！

○
万
が
一
の
行
方
不
明
時
に
、「
鑑

札
・
注
射
済
票
」
は
迷
い
犬
札
に
な

り
ま
す
。

◎
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
！

○
排
便(

尿)

は
専
用
ト
イ
レ
等
、

決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

(

自
宅
で
済
ま
せ
て
か
ら
散
歩
を
し

ま
し
ょ
う)

○
散
歩
中
に
「
ふ
ん
」
を
し
た
時
は
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◎
鳴
き
声
、
悪
臭
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
つ
な
ぐ
場
所
を
考
え
、
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ

う
。

○
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
最
近
、
飼
い
主
の
わ
か
ら
な
い
猫

に
庭
や
家
屋
を
排
泄
物
で
汚
さ
れ

た
、
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
等
の
苦
情

が
増
え
て
い
ま
す
。
責
任
を
も
っ

て
、
他
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ

う
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

生
活
雑
排
水
（
台
所
、
洗
濯
、
風

呂
等
の
排
水
）
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生
活
環
境

の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る

た
め
、
生
活
排
水
と
、
し
尿
を
併
せ

て
処
理
す
る
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
応
募
期
間

　

10
月
15
日
（
火
）
か
ら

              

11
月
29
日
（
金
）
ま
で

○
補
助
金
額

5
人
槽　
　

   

３
３
２
︐
０
０
０
円

6
～
7
人
槽   

４
１
１
︐
０
０
０
円

8
～
50
人
槽   

５
１
９
︐
０
０
０
円

○
応
募
条
件

・
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
26

年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
設
置
さ
れ

る
方
。（
浄
化
槽
を
埋
設
す
る
と
き

は
、
機
種
及
び
人
槽
を
確
認
す
る

た
め
市
の
立
会
が
必
要
と
な
り
ま

す
。）

・
申
請
者
は
、
岩
出
市
に
住
民
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
又
は
浄
化
槽
設
置

後
速
や
か
に
住
民
登
録
を
さ
れ
る

方
。

　

但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

・
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
に
基

づ
く
確
認
又
は
浄
化
槽
法
第
五
条
第

一
項
に
基
づ
く
設
置
の
届
出
の
審
査

を
受
け
ず
に
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者

・
補
助
事
業
の
期
間
内(

平
成
25
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
3
月
31

日)

に
浄
化
槽
を
設
置
で
き
な
い
者
。

・
販
売
又
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化
槽

付
住
宅(

共
同
住
宅
を
含
む)

を
建

築
す
る
者
。

・
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃
貸

人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
者
。

・
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
住

宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分
の
一
未

満
の
場
合
。

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内
に

浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
。

(

区
域
の
詳
細
は
、
生
活
環
境
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。)

○
そ
の
他

　

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活
環

境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
み
の

　
　

不
法
投
棄
禁
止
！

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道
路
な
ど

に
捨
て
た
場
合
に
は
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り

処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
、
環
境

汚
染
を
招
く
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に

多
大
な
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

う
し
た
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に

反
す
る
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

ご
み
を
出
す
場
合
、
き
ち
ん
と
分

別
し
、
不
適
切
な
ご
み
が
混
ざ
っ
て

い
な
い
か
確
か
め
、
市
の
指
定
袋
に

入
れ
、
収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
集
積

場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
ご
み
を
出
し
、
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
て
お
り
、
地
球
に

日
々
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に

活
用
し
、
ご
み
や
二
酸
化
炭
素
を
減

ら
す
よ
う
に
心
が
け
る
う
え
で
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
言
葉
が
３
Ｒ
で
す
。

　

３
Ｒ
と
は
、「
ご
み
の
発
生
を
減

ら
す
（Reduce

：
リ
デ
ュ
ー
ス
）」「
繰

り
返
し
使
う
、再
使
用
す
る
（Reuse

リ
ユ
ー
ス
）」「
再
び
資
源
と
し
て
利

未
来
の
地
球
を
守
る
た
め
に

3
Ｒ
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ
65
回
目

び
、
詰
替
商
品
を
買
う
。

・
過
剰
包
装
は
避
け
る
。

・
食
べ
物
は
、
賞
味
期
限
を
見
て
食

べ
き
れ
る
量
だ
け
購
入
し
、
作
り
す

ぎ
な
ど
で
無
駄
に
ご
み
を
出
さ
な
い

よ
う
に
す
る
。

・
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
。

●
リ
ユ
ー
ス

・
中
古
品
を
利
用
す
る
。

・
不
用
品
は
、
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
る
。

・
使
え
る
容
器
は
洗
っ
て
使
う
。

●
リ
サ
イ
ク
ル

缶
・
ビ
ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙

類
な
ど
資
源
の
分
別
収
集
に
協
力
す

る
。

　

分
別
収
集
さ
れ
た
資
源
ご
み
は
、

再
資
源
化
さ
れ
、
新
し
い
製
品
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま
す

と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
の
で
、
空
き
地
の
所
有

(

管
理)

者
は
、
周
辺
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
責
任
を
持
っ
て
雑

草
除
去
を
行
っ
て
い
た
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
空
き
地
等
雑
草
除
去

   

に
つ
い
て
」 

の
お
願
い

用
す
る
（Recycle

リ
サ
イ
ク
ル
）」

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。
こ

の
３
Ｒ
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
循
環

型
の
社
会
が
形
成
さ
れ
、
未
来
の
地

球
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

︿
３
Ｒ
の
取
組
事
例
﹀

●
リ
デ
ュ
ー
ス

・
容
器
を
再
使
用
で
き
る
商
品
を
選
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

　

ご
み
の
な
い
街
・
き
れ
い
な
街

　
　

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

10月
の不燃物と資源ご

みの回収予定日

回収区域
不燃物

（カン・ビン類）
資源ごみ

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
2日・16日

（第１・３水曜日）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
9日・23日

（第２・４水曜日）
毎週木曜日

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊
一
般
廃
棄
物
の
搬
入
は
、
岩
出
市

内
の
ご
み
に
限
り
ま
す
。

＊
搬
入
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
が
、
事

業
系
の
廃
棄
物
か
一
般
家
庭
か
ら
の

廃
棄
物
か
の
判
別
が
む
ず
か
し
い
場

合
は
、
住
宅
地
図
に
よ
り
排
出
先
の

確
認
し
ま
す
。

＊
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ

レ
ー
缶
等
は
、
ご
み
収
集
車
の
火
災

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
使
い
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

＊
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

し
に
な
る
場
合
は
、
新
風
吹
ト
ン
ネ

ル
を
大
阪
方
面
に
進
行
し
、
出
口
の

信
号
で
右
折
し
、
旧
道
を
右
折
し
て

く
だ
さ
い
。（
交
差
点
に
注
意
）

い
て
、
不
審
な
場
合
、
後
日
確
認
を

行
し
、
確
認
の
結
果
、
悪
質
な
場
合

は
警
察
に
通
報
致
し
ま
す
。

●
市
内
で
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

事
業
者
（
排
出
者
）
は
、
自
己
の
責

任
で
廃
棄
物
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
廃
掃
法
第
３
条
）

●
事
業
者
自
ら
が
搬
入
し
処
理
を
依

頼
す
る
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、
処
理
手
数
料
が
必
要
で
す
。

（
有
料
処
理
）（
廃
掃
法
お
よ
び
市
条
例
）

●
事
業
者
が
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
廃
棄
物
を
搬
入
処
理
す
る
場

合
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。（
登
録

は
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
随
時

受
付
し
て
い
ま
す
。）

●
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
通

行
は
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
ご
み
の
搬
入
時
間
は
︼

・
月
～
金　

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

 　
　
　
（
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

○
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄

物
を
自
己
搬
入
す
る
場
合

　
「
持
ち
込
み
ご
み
申
請
書
」
へ
の

記
入
と
あ
わ
せ
て
、「
免
許
証
等
の

住
所
確
認
が
で
き
る
証
明
書
」
に
よ

り
住
所
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

○
ご
注
意

　

資
源
ご
み
分
別
区
分
中
の
「
そ
の

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
衣
類
」
の

中
に
粗
大
ご
み
が
混
ざ
っ
て
お
り
、

「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
は

ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

お
も
ち
ゃ
・
衣
装
ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
衣
類
」
に
は
毛
布
、布
団
、

枕
、
カ
ー
テ
ン
等
の
布
類
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
資
源
ご
み
に
含
ま
れ
な

い
も
の
は
可
燃
性
粗
大
ご
み
と
な
り

○
問
い
合
わ
せ
先

・
生
活
環
境
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

・
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

℡
62
‐
０
８
１
４

ま
す
の
で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
持
込
い
た
だ
く
か
、
年
２
回
の

粗
大
ご
み
の
回
収
時
期
に
可
燃
性
粗

大
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
に
つ
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生活環境課からのお知らせ

岩 出 市 粗大ごみ 収 集
　平成 25 年度第 2 回粗大ごみ収集を 11 月中旬から 12 月上旬に実施します。
　収集を希望される方は、左面の粗大ごみ収集依頼申出書に記入のうえ、10 月 9 日（水）までに、区・自治
会等代表者に提出してください。（個人宅収集は行いません。）
　後日、代表者を通じて収集日のお知らせおよび貼付シールを配布します。
　なお、区・自治会等で指定された集積所に集められた粗大ごみを市が収集しますので、下記の事項に注意し
て出してください。（申出書は、市役所生活環境課にも置いています。また、市ウェブサイトからもダウンロー
ドできます。市ウェブサイトの「暮らし・手続き」をご覧ください。）

１．シールに排出者の氏名を記入し、粗大ごみに必ず貼付して出してください。シールの貼付のないものは収
　　集しません。なお、前回までに配布したシールは使用できませんので、ご注意ください。
２．集積所付近への駐車や、収集の妨げとなるような物等は絶対に置かないようにしてください。
　　また、歩行者、自動車等交通の妨げや、危険（ごみの飛散および倒壊）のないように注意して出してください。
３．大型ごみは、できるだけ小さくしてください。また、カーペット類、布団類等は紐などで束ね、小物類は、
　　透明のビニール袋にまとめて出してください。
４．ごみは収集日当日、午前８時までに指定された場所に出してください。
５．必ず、燃えるごみと燃えないごみに区分けして出してください。
６．事業系粗大ごみは収集しません。

○  家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）対象品
   〔テレビ（ブラウン管式・液晶・プラズマ）、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、エアコン、衣類乾燥機〕
○  単車、自動車等の部品（タイヤ、バッテリー、バンパー等）
○  農機具、農業に使用するもの（畦

あ ぜ

シート、ビニールハウスの部材、消毒用器材等）
○  爆発性のあるもの（ガスボンベ、消火器等）
○  引火性、有毒性のあるもの（薬品、灯油、ペンキ、油類等）
○  コンクリート製品類（コンクリート付物干し台、ブロック、レンガ、瓦、がれき等）
○  パソコン、建築廃材等の産業廃棄物、太陽熱温水器、電気温水器、ドラム缶、ピアノ、灰、燃え殻、土砂、
　  剪定等で生じた雑草・雑木類等

　年２回「一般家庭から出る適正処理困難廃棄物」として、有料で直接専門業者が回収する機会を設けます。
　詳しくは、広報 12 月号で回収日時等をお知らせします。
　ただし、家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）対象品、および薬品、油類等、産業廃棄物につ
　いては、　引き取ることができません。

＊お願い

（詳しくは、ごみ分別冊子「ごみの分け方・出し方」を参照ください。）

＊家庭から出る粗大ごみで収集できない主なもの

粗大ごみで収集できないものについて

記
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代表者控
平成　　年　　月　　日

下記のとおり収集願います。

１. 収 集 品 目

◎この用紙を 10 月 9 日（水）までに、区・自治会等代表者に提出してください

（品目を記入すること）

   注）家電リサイクル法の対象品目〔テレビ（ブラウン管式・液晶・プラズマ）、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、
　　   エアコン、衣類乾燥機〕、及びパソコンは、粗大ごみとして収集することはできません。

合　計（　　　　　 　　）個

区・自治会等代表者　様

区・自治会等　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　班）

住　所　岩出市

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（℡　　　－　　　　　　　　）

粗大ごみ収集依頼申出書

・

（２）家具類

（３）自転車

（４）ふとん・カーペット類

（５）その他

　　　　　　　　　　個（１）家電製品

内訳（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

記

  ○集積場所　　区・自治会等が指定した場所

・

・

・

　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　台

　　　　　　　　　　枚

　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　個
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保険年金課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　保険年金課　  TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　国保・年金係　内線191・193
　　　　　　　　保健医療係　  内線167・183

～
い
つ
ま
で
も
健
や
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
～

特
定
健
診
で
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
！

受
診
期
間
は
、　

　

受
診
日
時
は
、
必
ず
事
前
に
受
診
す

る
医
療
機
関
と
電
話
等
で
調
整
し
て
く

だ
さ
い
。　

○
特
定
健
康
診
査
受
診
券
に
つ
い

て
　

対
象
者
の
方
に
は
特
定
健
康
診
査
受

診
券
（
黄
色
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

受
診
券
を
失
く
さ
れ
た
場
合
、
再
発
行

い
た
し
ま
す
の
で
、
保
険
年
金
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

○
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改

善
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
は
︙

　

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
は
特
定
保
健
指

導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
特
定
保
健
指
導

で
は
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の

食
事
や
運
動
な
ど
の
行
動
計
画
を
作
成

し
、
3
～
6
か
月
の
継
続
的
支
援
を
行

い
ま
す
。
自
分
だ
け
で
生
活
習
慣
を
改

善
し
よ
う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。

保
健
指
導
を
受
け
る
と
、
保
健
師
等
か

ら
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
保
健
指
導
の
対
象
者
に
な
っ
た

方
に
は
案
内
通
知
を
随
時
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
対
象
者
で
あ
っ
て
も
通
知

が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が

保
険
年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・特定健診は年 1 回です。（2 回目以降は自己負担になります。）

・受診の際は、受診券と岩出市国民健康保険被保険者証を窓
   口に提示してください。

健診種別 お問い合わせ先

40 歳から 74 歳の方の特定健診
加入している各医療保険者

（市国保の方は保険年金課  ℡ 62-2141  内線 188）

75歳以上の方の健康診査 和歌山県後期高齢者医療広域連合　℡073-428-6688

20・30歳代健診と各種がん検診 市役所保健推進課　℡61-2400

受診に関しての
      ご注意

　

11
月
30
日（
土
）ま
で
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
後
納
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

通
常
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

忘
れ
た
ま
ま
2
年
を
超
え
る
と
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
昨

年
10
月
か
ら
3
年
間
（
平
成
24
年
10
月

か
ら
平
成
27
年
9
月
ま
で
）
に
限
り
、

過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
後
納
制
度
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を

増
や
し
た
り
、
年
金
の
受
給
権
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

後
納
保
険
料
の
額

　

後
納
制
度
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
保
険
料
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
額
が
加
算
さ
れ
た
額
と
な
り
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
中
の
後
納
保
険
料
の
額

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
月
額
）

平
成
15
年
度
分　

１
４
︐
８
６
０
円

平
成
16
年
度
分　

１
４
︐
６
４
０
円

平
成
17
年
度
分　

１
４
︐
６
９
０
円

平
成
18
年
度
分　

１
４
︐
７
５
０
円

平
成
19
年
度
分　

１
４
︐
７
８
０
円

平
成
20
年
度
分　

１
４
︐
８
９
０
円

平
成
21
年
度
分　

１
４
︐
９
７
０
円

平
成
22
年
度
分　

１
５
︐
２
４
０
円

　

後
納
で
き
る
の
は
、
申
請
時
か
ら
10

年
以
内
の
保
険
料
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
に
申
請
す
る
と
、
平

成
15
年
10
月
分
以
降
の
保
険
料
か
ら
後

納
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
後
納
で
き
る
保
険
料
に
は
順

序
が
あ
り
、
過
去
10
年
ま
で
の
保
険
料

の
う
ち
最
も
古
い
分
か
ら
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は

　

後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に

は
、
年
金
事
務
所
で
申
し
込
み
い
た
だ

き
、
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に

よ
る
納
付
を
ご
利
用
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

　

和
歌
山
東
年
金
事
務
所

　

℡
０
７
３
‐
４
７
４
‐
１
８
４
１

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

国
保
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

特
定
健
診
は
、
岩
出
市
内
の
指
定
医

療
機
関
で
の
個
別
健
診
で
す
。　
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○
対
象
者
（
以
下
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
方
）

ア
．
岩
出
市
に
住
所
を
有
し
、
和
歌

○
検
査
項
目

　

身
体
測
定
（
腹
囲
含
む
）・
視
力

聴
力
検
査
・
血
液
検
査
（
一
般
・
血

清
・
生
化
学
）・
尿
便
検
査
・
血
圧
・

心
電
図
・
眼
底
・
肺
活
量
・
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
・
胃
造
影
検
査
・
腹
部
超

音
波
検
査

○
医
療
機
関

・
富
田
病
院　

岩
出
市
紀
泉
台
2
番
地

・
公
立
那
賀
病
院

　

紀
の
川
市
打
田
１
２
８
２
番
地

※
病
院
に
よ
り
、
日
程
は
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
」
再
募
集
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　

被
保
険
者
の
手
続

国
民
健
康
保
険

　
　
　

被
保
険
者
の
手
続

受
検
希
望
の
方
は
こ
の
機
会
に
！

国
保
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が

な
ど
に
備
え
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を

守
る
た
め
の
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ
の
制
度

を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
の
も
の

で
、
み
な
さ
ん
に
公
平
に
負
担
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
災
害
そ
の
他
特
別
の

事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納

付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
次
の
よ
う
な

措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
保
険
証
に
替
え
て

　
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す

「
資
格
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
る
と
、

①
保
険
証
を
交
付
さ
れ
た
場
合
と
同

様
に
、
国
保
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
国
保
・

年
金
係
ま
で
納
税
相
談
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
災
害
等
に
よ
り
納
付
困

難
な
と
き
は
、
税
・
延
滞
金
の
減
免
、

一
部
負
担
金
の
免
除
に
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

２
預
貯
金
や
給
与
等
を
差
し
押
さ
え

　

ま
す

　

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
預
貯
金
等
は

お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支
払
い
、

後
日
国
保
係
へ
申
請
を
す
れ
ば
、
保

険
給
付
分
の
払
い
戻
し
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
払
い
戻
し
額
の
全

額
ま
た
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

○
検
査
費
用　

３
５
︐
０
０
０
円
の

検
査
費
用
の
う
ち
、
１
０
︐
０
０
０

円
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

山
県
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て

い
る
方

イ
．
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
又
は
納
付
誓
約
を

交
わ
し
履
行
中
の
方

ウ
．
検
査
結
果
な
ど
の
個
人
情
報

を
、
市
が
医
療
機
関
か
ら
提
供
を
受

け
る
こ
と
に
同
意
い
た
だ
け
る
方

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
印
鑑

○
申
し
込
み
期
限　
　

　

平
成
26
年
2
月
14
日
（
金
）
ま
で

（
※
定
員
に
な
り
次
第
、
終
了
し
ま

す
。）

○
申
し
込
み
方
法

　

保
険
年
金
課
の
窓
口
に
備
え
て
い

る
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
直
接
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

国
保
・
年
金
係

　
　
　
（
内
線
１
７
６
・
１
８
７
）

10 月の夜間納税相談日

10 日（木）・24 日（木） 午後 8 時まで

（後期高齢者医療保険料の相談もできます）

○
対
象
者
（
以
下
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
方
）

ア
．
満
30
歳
以
上
で
岩
出
市
に
住
所

を
有
し
、
岩
出
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方

イ
．
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
又
は
納
付
誓
約
を
交
わ
し

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

○
申
し
込
み
期
限　
　

　

平
成
26
年
3
月
14
日
（
金
）
ま
で

（
※
定
員
に
な
り
次
第
、
終
了
し
ま

す
。）

○
申
し
込
み
方
法

　

保
険
年
金
課
の
窓
口
に
備
え
て
い

る
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
直
接
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話

で
の
申
し
込
み
は
受
付
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
・
年
金
係
（
内
線
１
７
６
）

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
付
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
郵
送
で
申
し
込
み
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
自
宅
へ
申
請
書
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
医
療
係
（
内
線
１
８
３
）

履
行
中
の
方

ウ
．
検
査
結
果
な
ど
の
個
人
情
報

を
、
市
が
医
療
機
関
か
ら
提
供
を
受

け
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る

方
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【問い合わせ先】　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　　　保健推進課　　TEL.61-2400
　　　　　　　　電話のかけ間違いにご注意
　　　　　　　　ください　

保健推進課 からのお知らせからのお知らせ

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　
定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
主
に

個
人
予
防
目
的
で
行
う
も
の
で
、
本
人
の

意
思
に
基
づ
く
任
意
接
種
で
あ
り
接
種
を

受
け
る
法
律
上
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
人
の
意
思
で
接
種
を
希
望
し
、
接
種

医
か
ら
の
内
容
説
明
を
十
分
に
理
解
し
た

う
え
で
、
予
診
票
の
希
望
書
欄
に
同
意
の

署
名
を
し
た
方
の
み
接
種
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
本
人
の
意
思
確
認
が
容

易
で
な
い
場
合
は
、
そ
の
家
族
の
協
力
を

得
て
意
思
確
認
し
、
署
名
し
て
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
が
、
接
種
を
希
望
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
予
防
接

種
法
に
基
づ
い
た
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

接
種
前
に
必
ず
実
施
医
療
機
関
に
予
約

を
入
れ
、
注
意
事
項
を
読
み
予
診
票
と
予

防
接
種
済
証
を
持
参
し
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

○
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
受
付
開
始

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
12
時

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
変
更
し
、
健
康
体
操
を
実
施
し
ま

す
。

○
対
象
者　

　

岩
出
市
に
在
勤
・
在
住
・
在
学
の
方
（
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
定
員　
　

50
名
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
申
込
み
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
内
容　

・
骨
密
度
測
定
（
希
望
者
）

・
国
体
に
向
け
て
の
お
話

・
講
師　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
・

介
護
予
防
認
定
ト
レ
ー
ナ
ー

　

近こ
ん
ど
う藤　

真ま
さ
つ
ぐ嗣
氏

①
ス
ト
レ
ッ
チ

②
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
（
根
来
げ
ん
き
の
森
内　

約
４
㎞
）

③
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ　

※
雨
天
の
場
合 

　

骨
密
度
測
定
（
希
望
者
）

　

チ
ェ
ア
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
ボ
ー
ル
を

　

使
っ
た
運
動
・
健
康
体
操
等

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
対

象
者
の
方
に
、
９
月
下
旬
に
案
内
通
知
を

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
岩
出

市
・
紀
の
川
市
内
委
託
医
療
機
関
に
直
接

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

①
接
種
時
、
満
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害

を
有
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
に
相
当

す
る
方
（
②
に
該
当
す
る
方
で
接
種
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

○
実
施
期
間　

10
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
１
月
31
日

○
自
己
負
担　

１
︐
０
０
０
円

紀
の
国
わ
か
や
ま

　
　
　
　
　
1
万
人
健
康
リ
レ
ー
ウ
オ
ー
ク

○
集
合
場
所　

岩
出
市
根
来　

根
来
げ
ん

　
　
　
　
　
　

き
の
森
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合　

岩
出
市
荊
本
63
‐
2

　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
当
日
の
用
意　

運
動
し
や
す
い
靴
、
汗

拭
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給

※
雨
天
の
場
合 　

バ
ス
タ
オ
ル
、
汗
拭

き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
、
上
履
き
（
あ
れ

ば
）

▼
医
師
か
ら
運
動
を
控
え
る
よ
う
指
示
を

受
け
た
方
、
体
調
の
悪
い
方
の
参
加
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乗

り
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
イ
ベ
ン
ト
保
険
加
入
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

保
健
推
進
課

　

℡
61
‐
２
４
０
０

岩出市母子保健推進員の

マタニティ・サロン
あい愛

あい

午後の一息、 お茶を飲みながら
マタニティ友達を作りませんか？

「上の子ども様もいっしょにご参加
くださってかまいませんので、お気
軽にご参加くださいね！」

日時　10 月 7 日（月）
　　　平成 26 年 2 月 10 日（月）
時間　いずれも
　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
場所　岩出市総合保健福祉センター
　　　2 階　和室 28 帖

　

平
成
27
年
に
開
催
さ
れ
る
「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
」
に

向
け
て
、
健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
一
緒
に
図
り
ま
し
ょ
う
！
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からのお知らせ保健事業予定表 平成25年10月分 平成25年11月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児   28日（月）  平成25年 6月生まれ  25日（月）   平成25年 7月生まれ 13：00～13：15

岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

  29日（火）  26日（火）

７か月児   15日（火）  平成25年 3月生まれ  19日（火）   平成25年 4月生まれ 13：00～13：15  16日（水）  20日（水）

１歳8か月児     8日（火）  平成24年 2月生まれ  12日（火）   平成24年 3月生まれ 13：00～13：15    9日（水）  13日（水）

３歳６か月児   11日（金）  平成22年 3月生まれ    8日（金）   平成22年 4月生まれ 13：00～13：30  18日（金）  15日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児     8日（火）  平成24年 11月生まれ  12日（火）  平成24年 12月生まれ 9：00～9：30    9日（水）  13日（水）

２歳６か月児   11日（金）  平成23年 3月生まれ    8日（金）  平成23年 4月生まれ 9：00～9：30  18日（金）  15日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

23日（水）
歯の健康について
妊娠中の食事について

27日（水）
妊婦体操

新生児の赤ちゃん、産後う
つについて

  9:45～10:00

  　(予約制）

栄
養
教
室

離乳食  21日（月） 離乳食について   18日（月） 離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

健
康
相
談

一般健康相談
毎週月曜日

（祝日除く）
健康や育児等について
の相談

毎週月曜日

（祝日除く）
健康や育児等について
の相談

9:30～11:00

成
人
検
診

がんセット検診
（胃・肺・大腸・乳）

1日（火）、2日（水）
3日（木）、4日（金）

  19日（土）、20日（日）
21日（月）、22日（火）
30日（水）、31日（木）

事前に申し込まれた方

1日（金）
5日（火）

22日（金）
29日（金）

事前に申し込まれた方 8：30～10：00

乳がん検診
1日（金）、5日（火）

22日（金）
29日（金）

事前に申し込まれた方 13:30～14:30

　  
  12日（土） オークワミレニアシ

ティ岩出店 9日（土） オークワミレニアティ
岩出店

  25日（金） 松源岩出中黒店 23日（土） 根来寺（かくばん祭り）

10：00～12：00                       
13：00～16：30

日程・場所はテレビからで
も確認できます。

○確認方法
テレビ和歌山→dボタンを押す→「けんけつ＋ちゃんねる」

保 健 事 業 予 定 表（ 平 成 25 年 10 月・11 月 ）

・一般献血（16～ 69歳）
・65歳以上の方は 、 60
～64歳のときに１回で
も経験のある方

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　すので、電話が通じないときは消防署
　（℡ 61-1791）にお問い合わせください。

月 日 曜 歯  科  医  院  名 住     所（診療所） TEL
　
　

    

10
月

6 日 滝川歯科 岩出市森 273 63-0655

13 日 岡本歯科医院 紀の川市名手市場 125 75-2047

14 月 M ＆ A　OkaDentalClinic 岩出市野上野 242-11 63-6480

20 日 山中歯科医院 紀の川市貴志川町神戸 784 64-2379

27 日 加山歯科 紀の川市西大井 93-2 77-5655

献　血
※11月以降　

10：00～12：00                       
13：00～16：00
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保健推進課からのお知らせ

○
問
い
合
わ
せ
先

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
推
進
課

℡
61
‐
２
４
０
０

風
し
ん
緊
急
対
策
！

　
  

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

20
歳
代
か
ら
40
歳
代
を
中
心
に
県

内
で
風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
胎

児
が
白
内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、
難

聴
等
を
主
な
症
状
と
す
る
「
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
」
に
か
か
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
子
ど
も
を

風
し
ん
か
ら
守
る
た
め
、
緊
急
対
策

と
し
て
平
成
25
年
度
単
年
度
の
予
定

で
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

●
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
事
前
に
保
健
推
進
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。「
妊
婦
の

夫
」
が
接
種
さ
れ
る
場
合
、
確
認
書

類
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
が
必
要
で

す
。
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
の

場
合
は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
の

上
、
接
種
後
に

・
領
収
書
原
本
（
接
種
者
名
・
接        

　

種
年
月
日
・
ワ
ク
チ
ン
名
の
記  

　

載
が
あ
る
も
の
）

・
接
種
者
名
義
の
通
帳                          

・
母
子
健
康
手
帳 （
妊
婦
の
夫
の
み
）

・
認
印

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

●
接
種
費
用
助
成
期
間

平
成
25
年
5
月
21
日
～
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
の
接
種
分

※
平
成
25
年
5
月
21
日
以
前
の
接
種

分
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
接
種
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方

（
１
）
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠

を
希
望
す
る
女
性

（
２
）
妊
婦
の
夫

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
２
か
月
間
は
避
妊
が
必

要
で
す
。

●
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料　

（
1
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

（
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る

場
合
、
接
種
費
用
に
よ
っ
て
は
自
己

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。）

平
成
25
年
度

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

和
歌
山
県
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
普
及
啓
発
事
業

　

思
春
期
と
は
、
様
々
な
葛
藤
の
中

で
自
ら
の
生
き
方
を
模
索
し
は
じ
め

る
時
期
。
親
に
対
す
る
反
抗
期
を
迎

え
た
り
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
不
足
し
が
ち
な
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
不
登
校
」
や
「
引
き
こ

も
り
」
と
い
っ
た
行
動
が
表
れ
や
す

い
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
思
春
期
の
こ
こ
ろ

の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時　

10
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
　

    

午
後
2
時
～
4
時

　
　
　
　
　

   （
受
付
1
時
30
分
～
）

●
開
催
場
所　

那
賀
総
合
庁
舎　

　
　
　
　
　
　

３
階
大
会
議
室　

　
　
　
　
（
岩
出
市
高
塚
２
０
９
）

●
定
員　

１
０
０
名

●
申
込
方
法　

下
記
申
し
込
み
先
ま

で
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

①
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
場
や
席
を

利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

②
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す

【
主
催
】
岩
出
保
健
所

【
共
催
】
那
賀
圏
域
障
害
児
・
者
自

立
支
援
協
議
会　

精
神
障
害
専
門
部

会●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
保
健
所　

保
健
福
祉
課

　
（
三
木
・
釜
坂
）

　

℡
61
‐
０
０
２
１

　
　

62
‐
８
７
２
０

FAX

　「思春期のこころと行動
　　　　～発達的視点から～」

　講師　医療法人宮本会紀の川病院

医師　早
は や た

田　聡
としひろ

宏　氏
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コーナー
【問い合わせ先】　生涯学習課　  TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　青少年女性係　内線282・287 青少年健全育成

　岩出市青少年育成市民会議では、設立 25 周年記念事業として、岩出市内で活動している他の団体と共催して、小さな
子どもから大人、年配の方まで誰もが参加できて楽しめる「ふれあいハイキング」を開催します。

スタート！

内  容

■開催日時　10 月 26 日（土）午前 9 時 30 分～（受付　午前 9 時～）
                      （※雨天の場合　10 月 27 日（日）に延期。27 日が雨天の場合は中止。）
■集合場所　岩出市民俗資料館前駐車場
■対  象  者    どなたでも参加できます。（ただし、小学生以下の場合は保護者同伴でお願います。）
■申込方法　案内文は各小学校を通して配布していますので、応募用紙を学校または岩出市青少年育成市民会議事務
　　　　　　局（岩出市教育委員会生涯学習課内）へ提出してください。
■締  切  日　10 月 11 日（金） 

ふれあいハイキング
根来の歴史を学び、ハイキングやゲームを通
して、みんな仲良くふれあいましょう♪

9:30 ～ 9:50

　

岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、

青
少
年
の
非
行
や
犯
罪
の
未
然
防
止

や
早
期
対
応
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
街
頭
補
導
、
相

談
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
青
少
年
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

青
少
年
に
関
す
る
情
報
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
毎
月
青
少
年
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
を
各
地
区
公
民
館
・
岩

出
図
書
館
・
民
俗
資
料
館
・
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
総
合
体
育
館
等

に
置
い
て
い
ま
す
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
に
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
必
要

な
方
は
是
非
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
お
子
様
の
こ
と
や
、
学
校
、
友
達

と
の
関
係
な
ど
、
悩
み
が
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
場
合
に
よ
っ
て
は
、
他
の
窓
口
も

ご
紹
介
し
ま
す
。

○
相
談
日

　

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
７
０
０
７

岩出市青少年育成市民会議 設立 25 周年記念事業

  

岩
出
市

　
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー  

岩出市青少年育成市民会議
岩出市地域活動連絡協議会
ボーイスカウト那賀第 4 団
ガールスカウト和歌山県連盟第 17 団 共催

民俗資料館
　  見学

ハイキング
（約 2.9㎞）

　    昼食
（げんきの森）

　  ゲーム
（げんきの森）

 ハイキング
（帰路 2.1㎞）

解散

10:00 ～ 11:00

コース

（民俗資料館→根来公園墓地前→根来山げんきの森）

11:00 ～ 12:00

12:00 ～ 13:00

13:00 ～ 14:00

14:00

ゴール！
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岩出市役所…………………62-2141（代）
（岩出市教育委員会）

総合保健福祉センター……61-2400
地域子育て支援センターいわで…62-3362
地域子育て支援センターあいあい…61-2983
クリーンセンター…………62-0814
市民総合体育館……………62-0370
民俗資料館…………………63-1499

岩出図書館…………………62-7222
岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

主　な　機　関　の　連　絡　先

暮らしの

情  報

     
子 
育 
て

み
ん
な　

あ
つ
ま
れ

            　

い
わ
で
っ
子
！  

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
等
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

10
月
23
日 （
水
）
～
10
月
31
日 （
木
）

○
受
付
時
間　

午
前
9
時
～

　

電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
定

員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

実施日 対         象 あそび 場所・時間 定員

11 月 11 日（月）

11 月 22 日（金）

２歳児

（平成 22 年 4 月 2 日生～）
変身ごっこ

岩出市総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
各 15 組

11 月 19 日（火）

11 月 29 日（金）

１歳児

（平成 23 年 4 月 2 日生～）
変身ごっこ

岩出市総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
各 10 組

11 月 26 日（火）

11 月 28 日（木）

0 歳児

（平成 24 年 4 月 2 日生～）
変身ごっこ

岩出市総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
各 10 組

＊
ど
ち
ら
か
良
い
日
を
選
ん
で
下
さ
い
。

「
子
ど
も
の
感
染
症
予
防

講
座
」  

の
お
知
ら
せ

○
定
員　

20
組
（
一
時
保
育
あ
り
）

※
参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
月
28

日
（
月
）
～
11
月
7
日
（
木
）
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

   
生
涯
学
習

ふ 

れ 

あ 

い 

学 

級

○
教
養
講
座

　
「
理
想
の
終
焉
を
見
つ
め
て
＆　

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

10
月
28
日
（
月
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
付　

10
月
29
日
（
火
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

　
　

  

子   

育   

て   

相   

談 

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

10
月
30
日
（
水
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

○
講
師　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　

社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　

磯い
そ
だ田　

弘ひ
ろ
し志

氏

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
～

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

10
月
22
日
（
火
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

10
月
25
日
（
金
）　
　
　

　

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納
め

く
だ
さ
い
。

　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

10
月
31
日
（
木
）
で
す
。

    

納 

期 

限

■
市
県
民
税
第
3
期
分

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
4
期

■
国
民
健
康
保
険
税
第
5
期

■
第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）

　

介
護
保
険
料 

第
5
期 

普
通
徴
収

　

℡
61
‐
２
９
８
３

◎
テ
ー
マ
「
乳
幼
児
の
感
染
症
と
そ

の
対
策
」
に
つ
い
て

○
日
時　

11
月
27
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ   

　
　
　
　

ン
タ
ー
（
3
階
視
聴
覚
室
）

○
講
師　

岩
出
保
健
所

　

臨
床
検
査
技
師　

濱は
ま
じ
ま島　

洋よ
う
す
け介
氏

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

　

医
療
支
援
室　

平
日
（
月
～
金
）

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
０
８
０
８

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

・
公
立
那
賀
病
院　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
相
談
担
当
者

　

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、

　

社
会
福
祉
士
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

○
利
用
方
法

　

ま
ず
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小

児
科
成
育
医
療
支
援
室
へ
電
話
で
相

談
し
て
い
た
だ
き
、
相
談
内
容
で
面

談
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
予
約
日
を
決

め
て
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
相
談
は
無
料
で
す
。）
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○
講
師　

岩
出
市
危
機
管
理
監

　
　
　
　

田た
な
か中　

照て
る
み巳
氏

○
日
時　

10
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

     

相　

談

消 

費 

生 

活 

相 

談

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸

金
業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
岩
出
市
開
設
】

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

10
月
8
日
（
火
）・
22
日
（
火
）

　

午
後
1
時
～
4
時　

　

市
役
所
ロ
ビ
ー
前
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
保
護
者

の
方
を
対
象
に
、
学
習
や
生
活
、
子

育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る
相
談
を

次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

・
山
崎
北
小
学
校
・
上
岩
出
小
学
校

　
　
　

教   

育   

相   

談

・
岩
出
中
学
校
・
岩
出
第
二
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
「
フ
レ
ン
ド
」

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

・
お
子
様
が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校

・
教
育
総
務
課 

学
校
教
育
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
９
０
）

の
ど
ち
ら
か
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
の
相
談
は
、
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
室
小

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
77
‐
２
５
１
１

成 

人  

講  

座 
○
防
災
講
座

　
「
我
が
家
の
防
災
対
策
」

【
紀
の
川
市
開
設
】

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

10
月
9
日
（
水
）・
23
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
～
４
時　

　

紀
の
川
市
役
所
南
別
館
２
階

   

お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
度
に
小
学
校
に
入
学
さ

れ
る
児
童
（
平
成
19
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
20
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
の

就
学
時
健
康
診
断
を
各
小
学
校
に
お

い
て
、次
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

▼
岩
出
小
学
校

　

10
月
10
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
～

▼
山
崎
小
学
校

　

10
月
30
日
（
水
）
午
後
1
時
45
分
～

就
学
時
児
童
の
健
康
診
断
に

つ
い
て

▼
山
崎
北
小
学
校

　

10
月
31
日
（
木
）
午
後
1
時
10
分
～

▼
根
来
小
学
校

　

11
月
7
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
～

▼
上
岩
出
小
学
校

　

11
月
６
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
～

▼
中
央
小
学
校

　

10
月
31
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
～

　

な
お
、
対
象
児
童
に
つ
き
ま
し
て

は
、
教
育
委
員
会
か
ら
直
接
通
知
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課 

学
校
教
育
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
７
６
）

　

市
が
対
象
と
認
め
た
補
聴
器
に
つ

き
、
市
が
定
め
る
基
準
価
格
の
範
囲

内
で
購
入
費
の
３
分
の
２
、
非
課
税

世
帯
に
つ
い
て
は
全
額
が
助
成
額
と

な
り
ま
す
。

○
指
定
医
療
機
関

　

県
内
の
指
定
医
療
機
関
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン

　

タ
ー

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
付
属
病
院

・
社
会
保
険
紀
南
病
院

○
そ
の
他

　

補
聴
器
の
購
入
前
に
ご
相
談
下
さ

い
。
購
入
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
に
て
、
補

聴
器
を
希
望
さ
れ
る
方
の
状
況
等
を

お
伺
い
し
な
が
ら
、
申
請
に
必
要
な

書
類
等
の
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
２
）

難
聴
児
に
対
す
る

補
聴
器
購
入
費
等
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・

中
等
度
の
難
聴
児
（
18
歳
未
満
）
の

健
全
な
言
語
や
精
神
の
発
達
を
支
援

す
る
た
め
、
補
聴
器
の
購
入
費
を
一

部
助
成
し
ま
す
。

○
助
成
対
象

　

新
し
く
補
聴
器
を
購
入
す
る
費

用
、
も
し
く
は
こ
の
制
度
に
よ
っ
て

購
入
し
た
補
聴
器
の
耐
用
年
数
が
経

過
し
、
新
た
に
購
入
す
る
費
用
が
対

象
と
な
り
ま
す
。（
修
理
費
用
は
対

象
外
で
す
。）

○
対
象
と
な
る
方

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
助

成
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
岩
出
市
内
に
住
所
を
有
す
る

18
歳
未
満
の
方
。

（
２
）
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30

以
上
70　

未
満
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ

と
。

（
３
）
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
の

医
師
が
、
補
聴
器
の
装
用
が
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
た
も
の
。

（
４
）
対
象
児
童
の
世
帯
内
に
市
町

村
民
税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上
の

方
が
い
な
い
こ
と
。

○
助
成
内
容

dB

難
聴
児
に
対
す
る

補
聴
器
購
入
費
等
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

dB
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暮らしの情報     
募　

集

認
知
症
の
人
と
家
族
の

相
談
交
流
会（
ぴ
あ
サ
ロ
ン
）

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
方
の
介
護
を
さ
れ
て
い

る
家
族
等
の
介
護
負
担
や
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
を
は
か
る
た
め
に
、
認
知
症

の
方
と
家
族
の
相
談
交
流
会
（
ぴ
あ

サ
ロ
ン
）
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
10
月
は
認
知
症
を
か
か
え
て

い
る
当
事
者
の
方
と
そ
の
ご
家
族
を

お
迎
え
し
て
色
々
な
お
話
し
を
聞
か

せ
て
も
ら
い
、
話
し
合
う
会
を
行
い

ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

10
月
23
日
（
水
）

    　
　

   

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

○
会
場　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
３
階
会
議
室
Ｂ

○
対
象
者　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ

れ
て
い
る
家
族
（
事
情
に
よ
り
高
齢

者
本
人
の
同
伴
も
可
能
で
す
の
で
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

○
当
事
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

当
事
者　

西に
し
か
わ川　

孝こ
う
じ司

様
（
63
歳
）                  

　

妻　
　

西に
し
か
わ川　

まま

り

こ
り
子
様

50
歳
半
ば
か
ら
物
忘
れ
の
症
状
が
頻

繁
に
な
り
、
60
歳
で
若
年
性
認
知
症

と
診
断
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
も

趣
味
事
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
前

向
き
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
５
３
）

第
9
回
岩
出
市
と
き
め
き

　
　

交
通
大
学
の
学
生
募
集

　

平
成
26
年
度
第
9
回
岩
出
市
と
き

め
き
交
通
大
学
の
学
生
募
集
を
行
い

ま
す
。

　

岩
出
市
と
き
め
き
交
通
大
学
で

は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
、

4
月
か
ら
翌
年
1
月
ま
で
、
月
1
回

の
参
加
実
践
型
の
講
習
会
等
を
実
施

し
ま
す
。

○
対
象
者　

原
則
65
歳
以
上
で
岩
出

市
在
住
で
あ
れ
ば
、
運
転
免
許
の
有

無
を
問
わ
ず
誰
で
も
申
込
で
き
ま
す
。

○
募
集
定
員　

25
名
で
、
募
集
期
間

は
平
成
26
年
2
月
末
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集

を
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
で
第
9
回
を
迎
え
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
卒
業
さ
れ
た
学
生

の
皆
さ
ん
も
、
修
得
さ
れ
た
交
通
安 ▲会場の様子（今年度）

栄
養
改
善
教
室
の

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　
「
食
欲
が
な
い
か
ら
」、「
考
え
る

の
も
め
ん
ど
う
だ
か
ら
」
と
食
事
を

簡
単
に
済
ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
食
べ
る
こ
と
」
は
、
生
き
る
の
に

欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
健
康
的
な
生
活
を
送
る
の
に

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
介
護
予
防
の
ひ
と

つ
と
し
て
栄
養
状
態
の
改
善
及
び
低

栄
養
状
態
を
予
防
し
、
楽
し
い
食
事

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

○
募
集
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

○
内
容

　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
義
や
健
康

体
操
を
行
い
ま
す
。
ま
た
管
理
栄

養
士
が
考
え
た
健
康
的
な
食
事
メ

ニ
ュ
ー
を
実
際
に
調
理
し
て
試
食
し

ま
す
。

○
日
時

　

10
月
29
日（
火
）～
11
月
19
日（
火
）

　

毎
週
火
曜
日
（
全
４
回
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

研
修
室

○
受
付
期
間

　

10
月
1
日（
火
）～
10
月
15
日（
火
）

　
（
但
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
５
３
）

※
申
し
込
み
は
電
話
に
て
受
付
し
ま
す
。

①

①食事メニュー（例）

②教室の様子（昨年）

②

全
知
識
を
実
践
の
場
で
充
分
発
揮
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

　

申
込
要
領
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

交
通
防
犯
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
３
１
）



25　　広報いわで　2013・10

   

大
会
結
果

第
22
回
全
国
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

和
歌
山
県
予
選

○
日
時　

７
月
７
日
（
日
）

○
場
所　

広
川
町
民
体
育
館

▽
男
子
の
部

＊
ダ
ブ
ル
ス　

○
６
年
生
以
下
の
部

２
位　

原
啓
斗
・
市
橋
卓

○
５
年
生
以
下
の
部

１
位　

瀬
古
海
斗
・
辻
伸
崇

＊
シ
ン
グ
ル
ス

○
５
年
生
以
下
の
部

１
位　

下
村
佳
生

３
位　

田
中
鈴
歩

▽
女
子
の
部

＊
ダ
ブ
ル
ス

○
５
年
生
以
下
の
部

３
位　

浦
上
路
望
・
北
東
瑠
海

○
４
年
生
以
下
の
部

３
位　

髙
垣
凜
乃
・
山
本
乙
希

＊
シ
ン
グ
ル
ス

○
６
年
生
以
下
の
部

第
33
回
少
林
寺
拳
法
那
賀
地

　

方
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

○
日
時　

7
月
21
日
（
日
）　

○
場
所　

紀
の
川
市
那
賀
体
育
館

▽
単
独
演
武

※
小
学
３
年
生
の
部

１
位　

寺
本　

佳
弘

※
小
学
４
年
生
の
部

１
位　

堀
内　

洸
希

※
中
学
段
外
の
部

１
位　

郡　

翔
大

＊
岩
出
市
少
林
寺
拳
法

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

３
位　

玉
井
里
歩

○
５
年
生
以
下
の
部

１
位　

杉
山
明
日
香

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

テ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布

・
希
望
者
に
は
接
客
の
研
修
会
な
ど

で
実
践
を
サ
ポ
ー
ト

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

和
歌
山
県
庁
観
光
振
興
課　

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
７
７
７

口
腔
機
能
向
上
教
室
の

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

口
に
は
た
く
さ
ん
の
機
能
が
あ

り
、「
食
べ
る
」「
話
す
」「
呼
吸
を

す
る
」
な
ど
み
な
さ
ん
が
何
気
な
く

し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ら
が

で
き
な
く
な
る
と
と
て
も
大
変
で

す
。
口
の
機
能
も
放
っ
て
お
け
ば
加

齢
と
と
も
に
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
今
か
ら
正
し
い
予
防
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
口
の
健
康
に
つ
い

て
学
ぶ
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

○
募
集
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

○
内
容

　

歯
科
医
師
に
よ
る
講
義
や
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、

自
宅
で
で
き
る
簡
単
な
口
腔
体
操
の

紹
介
と
実
践
。

○
日
時　
（
全
2
回
）

　

11
月
14
日
（
木
）、11
月
28
日
（
木
）

　

午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

視
聴
覚
室

○
受
付
期
間

　

10
月
1
日
（
火
）
～
29
日
（
火
）

（
但
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
５
３
）

※
申
し
込
み
は
電
話
に
て
受
付
し
ま

す
。パ

ソ
コ
ン
基
礎
教
室

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

○
内
容　

マ
ウ
ス
の
操
作
等
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
か
ら
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
の
基
礎
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
で

○
日
程

①
11
月
11
日
～
3
月
24
日
ま
で
の
月

曜
日
の
う
ち
全
13
回

②
11
月
13
日
～
3
月
26
日
ま
で
の
水

曜
日
の
う
ち
全
13
回

○
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

○
応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
岩
出
市

　

民
（
学
生
は
除
く
）。

○
定
員　

①
②
各
24
名

○
テ
キ
ス
ト
代　

毎
回
３
０
０
円

○
応
募
締
切　

10
月
15
日
（
火
）
必
着

○
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
、
日

程
①
ま
た
は
②
・
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
〒
６
４
９
‐
６
２
９
２　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地　

生
涯
学

習
課
公
民
館
係
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

以
前
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
方
を
優

先
に
抽
選
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

公
民
館
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
２
８
５
・
２
９
４
）

「
わ
か
や
ま
お
も
て
な
し

　
　

宣
言
」
参
加
者
募
集
中

　

和
歌
山
県
で
は
、

平
成
26
年
の
世
界
遺

産
登
録
10
周
年
を
契

機
に
実
施
す
る
和
歌

山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
平
成
27
年
の
紀
の
国
わ
か

や
ま
国
体
・
紀
の
国
わ
か
や
ま
大

会
、
高
野
山
開
創
１
２
０
０
年
と

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
連
続
し
、
国
内

外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
に
来
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
、「
和
歌
山
に
来
て
よ
か
っ

た
！
」、「
ま
た
、
和
歌
山
に
来
た

い
！
」
と
心
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
ま

す
」、「
す
す
ん
で
観
光
案
内
を
し
ま

す
」
な
ど
自
分
で
で
き
る
「
お
も
て

な
し
」
の
宣
言
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
対
象　

和
歌
山
県
に
お
住
ま
い
の

方
、
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方

（
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
企
業
・
団
体
、

・
宣
言
者
に
は
宣
言
・
登
録
証
、
ス

学
校
な
ど
）

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
い
わ
で
9
月
号
21
ペ
ー
ジ
、

大
会
結
果
内
の
和
歌
山
県
小
学
生
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
小
学
5
年
男
子

１
０
０
ｍ
3
位
は
内
藤
颯
人
さ
ん
で

す
。

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

回
少
林
寺
拳
法
那
賀
地

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

、
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暮らしの情報

第
13
回
和
歌
山
県
地
域
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３

お
腹
の
が
ん
を
な
お
す

～
最
先
端
の
治
療
を
う
け
る
た
め
に
～

○
日
時　

10
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
か
ら
5
時　

　
　
　
　
（
午
後
1
時
受
付
開
始
）

○
場
所　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
講
堂

○
参
加
料　

無
料

※
当
日
は
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
整
理
券
ご
希
望
の
方
は
、
左
記

ま
で
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

和
歌
山
県
立
医

科
大
学
医
学
部
同
窓
会

　

℡
０
７
３
‐
４
４
８
‐
０
４
７
８

　
　

０
７
３
‐
４
４
８
‐
０
４
７
８

「
水
環
境
に
関
す
る
講
演
会
」

の
開
催
に
つ
い
て

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

○
演
題 

﹃
源
流
の
文
化
・
景
観
等

　

の
保
全
活
用
と
流
域
連
携
﹄

　

～
源
流
白
書
が
切
り
拓
く
源
流
の

　
　

将
来
像
～

○
日
時　

11
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時　

※
参
加
無
料

○
場
所 

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
５
階　

大
ホ
ー
ル

（
和
歌
山
県
伊
都
郡
九
度
山
町
九
度

山
１
１
９
０
‐
１
）

○
定
員　

２
０
０
名
（
先
着
順
）

○
講
師 

中な
か
む
ら村　

文ぶ
ん
め
い明

氏

　
　
（
多
摩
川
源
流
研
究
所
所
長
）

第
10
回
岩
出
市
パ
ー
ク

　
　

ゴ
ル
フ
市
民
交
流
大
会

○
日
時　

7
月
10
日
（
水
）

○
場
所　

紀
美
野
町
ふ
れ
あ
い
公
園

▽
男
性
の
部

１
位　

小
椋　

佳
治

２
位　

吉
田　

巽

３
位　

吉
盛　

一
男

▽
女
性
の
部

１
位　

楠
根　

ツ
ヤ
子

２
位　

榎　

明
美

３
位　

門
川　

エ
ツ
子

岩
出
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

○
日
時　

6
月
30
日
（
日
）

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

▽
１
部

第
7
回
岩
出
市
民
オ
ー
プ
ン

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

１
位　

早
香
代
・
山
東
俊
介

　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
・
那
賀
ク
ラ
ブ
）

３
位　

今
井
智
栄
子
・
松
山
伸
一

　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
・
那
賀
ク
ラ
ブ
）

３
位　

長
田
実
咲
・
井
上
浩
伸

（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
・
那
賀
ク
ラ
ブ
）

▽
２
部

１
位　

清
野
麻
美
・
清
野
剛

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

３
位　

櫻
井
彰
子
・
行
徳
宏
樹

　
　
（
近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
）

▽
３
部

１
位　

喜
多
友
子
・
林
博
行

　
　
　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

２
位　

田
中
瑞
穂
・
寺
田
信
一

　
　
（
岩
出
ク
ラ
ブ
・
那
賀
ク
ラ
ブ
）

３
位　

小
谷
真
未
・
境
昭
英

　
　
　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

３
位　

宮
本
正
子
・
杉
山
聖
一　
　

　
　
　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
） 

▽
４
部

１
位　

植
田
彩
未
・
須
崎
博
文

　
　
　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

２
位　

東
里
映
・
尾
崎
充
孝

　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
振
興
局
）

３
位　

長
田
昌
美
・
三
上
一
也

（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
・
那
賀
ク
ラ
ブ
）

岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催

▽
男
子
の
部

１
位　

門
川　

和
一
郎

２
位　

出
嶋　

早
喜

３
位　

宮
村　

誠
一
郎

▽
女
子
の
部

１
位　

村
山　

久
子

２
位　

田
中　

静
香

３
位　

西
林　

雅
子

岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

○
主
催 

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協

　
　
　
　

議
会

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　

市
長
公
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　

63
‐
５
２
２
９

e-m
ail　

koushitsu@city.iwade.lg.jp

○
そ
の
他　

講
演
会
終
了
後
（
午
後

3
時
～
）、
全
国
源
流
の
郷
協
議
会

主
催
の
「
源
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

第
47
回
和
歌
山
県

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

○
日
時　

７
月
７
日
（
日
）

○
場
所　

和
歌
山
市
河
西
緩
衝
緑
地

　
　
　
　

公
園　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

▽
男
子
の
部

１
位　

土
井　

友
幹

▽
女
子
の
部

１
位　

大
嶋　

恵

２
位　

鈴
木　

葵

＊
岩
出
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
所
属

○
日
時　

７
月
４
日
（
木
）

○
場
所　

根
来
若
も
の
広
場

第
22
回
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
定
期
交
流
大
会

   

講　
　

座

第
23
回
那
賀
地
区

市
民
公
開
講
座
に
つ
い
て

○
日
時　

10
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
開
場

　
　
　
　

午
後
2
時
30
分
開
演

○
場
所　

ホ
テ
ル
い
と
う　

4
階

　
　
　
　

鳳
凰
の
間

○
演
題　

う
お
つ
か
流
大
人
の
食
育

○
講
師　

食
文
化
研
究
家

　
　
　
　

魚う
お
つ
か柄　

仁じ
ん
の
す
け

之
助
氏

○
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
医
師
会

　

℡
77
‐
３
１
５
１　

FAX

ＳＴＯＰ！

FAX

　
　
（
月
～
金
・
正
午
～
午
後
4
時
）
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緑花センターからのお知らせ

【問い合わせ先】和歌山県植物公園緑花センター

〔住　　所〕649-6211　和歌山県岩出市東坂本672　〔電　　話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570

【10 月の休園日】

1 日（火）、8 日（火）、15 日（火）、22 日（火）

【イベント】

【展示会】

【ワクワク教室】　

日　時 内　容

10 月 12 日、13 日、14 日 秋の園芸市

10 月 27 日 ガネ福市

日　時 内　容 備　考

10 月 13 日 秋の写真教室 ※事前の申込みが必要

10 月 13 日
和歌山の木で作ろう

（木工）

10 月 19 日、20 日 山の幸染め教室
※事前の申込みが必要、

材料費必要（800 円～）

10 月 20 日 キノコ観察会

日　時 内　容

10 月 5 日、6 日、7 日 初秋の山草展、秋の盆栽展

10 月 12 日、13 日、14 日 小品盆栽展

10 月 19 日、20 日 古典植物展、森のキノコ展

▼森のキノコ展

▼和歌山の木でつくろう（木工）

29 日（火）

振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
と
は
？

金
融
商
品
等
取
引
詐
欺　

編

急増中！

自
宅
に
○
○
会
社
の
投
資
勧
誘

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
き
ま
す

実
際
に
は
価
値
が
な
い
社
債
、
未
公

開
株
、
外
国
の
お
金
、
○
○
の
権
利

等
の
購
入
を
も
ち
か
け
る
も
の
で
す
。

①
自
宅
に
△
△
会
社
を
名
乗
る
者

か
ら
電
話
が
か
か
り
ま
す

②

申
し
込
む
だ
け
な
ら
い
い

お
宅
に
○
○
会
社
の
パ
ン

か
？
そ
れ
を
２
５
０
万
円
で
買
い
取

○
○
運
用
権
で
す
。
当
社
は
東
京
な

の
で
直
接
買
え
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に

申
込
み
を
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？

料
金
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
！
「
嘘
」

で
す
よ
。

申
込
み
数
日
後
、
自
宅
に

○
○
運
用
権
が
届
き
ま
す

③

で
お
金
が
も
ら
え
る
！
嬉
し
い
！

た
い
と
言
っ
て
い
る
。
私
が
仲
介
を

し
ま
す
。
１
︐
０
０
０
万
円
分
の
内
、

７
０
０
万
は
私
が
用
意
す
る
の
で
、

３
０
０
万
円
を
用
意
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
？
そ
れ
以
上
に
儲
か
る
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
！
「
嘘
」

ろ
う
！

 

送
金
！

（
振
込
・
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
等
）

④
○
簡
単
に
儲
か
る
話
は
あ
り
ま
せ

ん
。

ちょっと待った！

○
１
人
で
判
断
せ
ず
、
ま
ず
は
家

族
や
最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
・

警
察
署
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

その振り込み

ＳＴＯＰ！

〔ＨＰ〕http://www.w-botanicalgarden.jp　　〔E-mail〕center@w-botanicalgarden.jp

フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
ま
せ
ん
か
？

ち
ょ
う
ど
届
い
た
と
こ
ろ

地
域
限
定
で
販
売
し
て
い
る

で
す
よ
。

○
○
運
用
権
が
届
き
ま
し
た

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。「
嘘
」代

わ
り
に
申
し
込
ん
だ
だ
け

実
は
×
×
会
社
も
購
入
し

そ
れ
以
上
に
返
っ
て
く
る
だ

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
警
察
署

　

℡
63
‐
０
１
１
０

岩
出
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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人
権
と
は
、
人
間
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
必
要
な
す
べ
て
の
権
利
で
、

そ
れ
は
み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

人
権
に
は
、
障
害
者
、
高
齢
者
の

問
題
、
人
種
差
別
、
い
じ
め
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
差

別
と
は
、
種
類
や
性
質
の
違
い
を
区

別
す
る
こ
と
で
す
。
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
み
ん
な
違
っ
た
い
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
そ
れ
は
全
員
異
な
っ
て
い
て
あ

た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
達
と

は
違
う
か
ら
、
と
否
定
す
る
心
を
捨

て
て
、
受
け
入
れ
る
心
を
持
つ
こ
と

が
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

い
じ
め
も
、
一
種
の
差
別
で
す
。

他
人
の
権
利
を
奪
う
卑
劣
な
行
為
だ

と
言
え
ま
す
。
人
に
は
、
好
き
嫌
い

が
あ
っ
て
あ
た
り
前
で
す
が
、
他
人

7/8
回

い
じ
め
に
つ
い
て

（
学
年
は
発
表
当
時
の
学
年
で
す
）

岩
出
中
学
校
3
年

小 

ー

学
中 

生 

の メ
ッ
セ

ジ

東あ
ず
ま　

杏あ

み実

の
個
性
を
非
難
す
る
権
利
は
誰
に
も

な
い
の
で
す
。
い
じ
め
ら
れ
た
人

は
、
楽
し
む
権
利
や
喜
ぶ
権
利
、
安

心
し
て
過
ご
す
権
利
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
権
利
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
そ
の
人
が
自
由
に
自

己
表
現
す
る
こ
と
や
、
自
分
ら
し
さ

を
発
揮
す
る
こ
と
を
阻
む
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
明
ら
か
な
人

権
の
侵
害
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
い
じ
め
の
問
題
は
今
、

深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
い

じ
め
が
原
因
で
中
学
生
の
男
子
生
徒

が
自
殺
し
た
と
い
う
話
題
を
耳
に
し

ま
し
た
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
子
は

自
殺
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
ほ
ど
、

追
い
つ
め
ら
れ
、
苦
し
い
思
い
を
し

て
い
た
の
で
す
。
い
じ
め
ら
れ
た
人

は
、
何
を
思
う
の
か
。
も
し
、
自
分

が
い
じ
め
ら
れ
る
立
場
な
ら
、
ど
う

感
じ
る
の
か
。
い
じ
め
ら
れ
る
側
の

気
持
ち
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

い
じ
め
た
側
、
つ
ま
り
加
害
生

徒
た
ち
は
、「
遊
び
の
つ
も
り
だ
っ

た
。」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
そ
れ
は
命
を
奪
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
加
害
生
徒
た
ち
が
言
っ
た
遊

び
の
つ
も
り
だ
っ
た
、
そ
ん
な
こ
と

が
ま
か
り
と
お
る
な
ら
世
の
中
の
犯

罪
も
遊
び
で
す
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
い

じ
め
と
い
う
行
為
は
決
し
て
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私

は
こ
の
事
件
か
ら
、
い
じ
め
る
と
い

う
こ
と
は
人
の
命
を
追
い
つ
め
て
し

ま
う
ほ
ど
の
重
さ
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
、
こ
の
世
に
い
じ
め
が
あ
る
の

は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
、
い
じ
め

に
悩
ん
で
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る

と
思
い
ま
す
。
命
が
失
わ
れ
て
か
ら

で
は
遅
す
ぎ
る
。
一
人
一
人
の
人
権

を
守
る
た
め
に
、
い
じ
め
は
な
く
す

必
要
が
あ
る
の
で
す
。
私
も
、
相
手

に
い
や
な
思
い
に
さ
せ
た
り
裏
で
人

の
悪
口
を
言
っ
た
り
と
、
自
分
が
さ

れ
て
傷
つ
く
こ
と
を
相
手
に
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
こ

と
を
す
る
弱
い
心
を
捨
て
、
相
手
の

心
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
ち
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
そ

の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
人
権
は
守

ら
れ
、
誰
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

世
の
中
に
近
づ
く
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

人
権
は
み
ん
な
で
守
る
も
の
。
自

分
も
そ
の
み
ん
な
の
中
の
一
人
だ
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
、
人
権
を
守
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
少
し

で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
笑
顔
で
過
ご

せ
る
こ
と
を
強
く
願
い
ま
す
。

◀
発
表
す
る
東　

杏
実
さ
ん

愛
の
協
賛
金　

お
礼

岩
出
市
更
生
保
護
女
性
会

　

更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
毎
年
７

月
に
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
の
一
環
と
し
て
、
会
員
を

通
じ
て
市
民
の
皆
様
に
愛
の
協
賛
金

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い
愛
の
協

賛
金
は
、
あ
や
ま
っ
て
非
行
に
陥
っ

た
少
年
た
ち
や
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
改
善
更
生
を
助
け
、
非
行
や
犯
罪

の
な
い
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
更
生
保
護
女
性
会
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

人   

権   

相   

談

　

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
～

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

10
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課 

人
権
啓
発
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）
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図書館 へ

岩出図書館

行 こう

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

10月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

印は休館日です。
印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみで、貸出・延長
はできません。

読書週間アニメ上映会

日　時　11 月 10 日（日）午後 1 時 30 分から

場　所　岩出図書館　屋外テラス

内　容　屋外で読み聞かせをし、その後、簡単な

　　　　おもちゃを作ります。

その他　申込みは不要です。小学 2 年生以下の

　　　　お子さまは、保護者同伴でお願いします。

※雨天の場合は、岩出図書館大会議室で行います。

○図書館ボランティアによるおはなし会

日　時　10 月 26 日（土）開場午前 10 時 15 分

　　　　　　　　　　        

場　所　岩出図書館　大会議室

タイトル
「かばのポトマス」　（25 分）、 「化けくらべ」　（21 分） 

「こびと観察入門マモリ  アマクリ  シシャワ編」（32 分）

定　員　100 名

速読トレーニング講座（第 2 回）

テラスであそぼう

図書館講座「歯のばんそうこう」で
　　　　　　　　知覚過敏治療や虫歯予防

講師　近畿大学生物理工学部医用工学科

日　時　10 月 27 日（日）午後 2 時～ 3 時 30 分

場　所　岩出図書館　大会議室

定　員　100 名

　　　 （定員になり次第締め切らせていただきます。）

申込方法　図書館カウンター・電話にて岩出図書館ま

　　　　　でお申し込みください。

　　　　　　　　　 【10 月 5 日（土）から受付開始】

教授　本
ほ ん つ

津　茂
し げ き

樹氏

10 月のおなはし会

6 日（日）・13 日（日）…「おはなしドロップス」

20 日（日）・27 日（日）…「おはなしのとびら」

 　　　　   　午後 1 時 30 分から　岩出図書館おはなし室

○図書館スタッフによるおはなし会
26 日（土）…「おはなしパレット」

　　　　　　午後 3 時から    岩出図書館おはなし室

　「速読」の理論を学び、初心者向けのトレーニングを実

際に体験してみませんか？

■日時　11 月 24 日（日）　午後 2 時から（1 時 30 分開場）

図書館講座・男女共同参画推進講座

ご本人またはそのご家族の方からのお申込みのみ受付させ

ていただきますので、ご了承ください。

■一時保育　満１歳から就学前までのお子さんをお預かり

します。ご希望の方は、11 月 13 日（水）までにお申込

みください。

～歯科治療を変える極薄アパタイトシート～

図書館 へ

岩出図書館

行 こう

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

■場所　岩出図書館　大会議室　　

■講師　日本速脳速読協会　古
ふ る や

家　隆
た か し

志氏

■対象　小学校 3 年生～一般（岩出市在住・在勤・在学

の方に限ります。）

■定員　30 名（定員になり次第締め切らせていただきます。）

■申込方法　10 月 20 日（日）午前 10 時から受付開始し

ます。岩出図書館カウンターに直接、又は電話でお申込み

ください。ただし、第１回（10 月 20 日開催予定）に参

加される方は申込みできません。また、受講を希望される

ウルトラマン・バルタン星人

　岩出図書館児童書コーナーにウルトラマンとバルタン星

人がやってきました。

　この作品は、県立和歌山工業高校創造技術科の現在３年

生の生徒が１年生の時に、クラスで高校の文化祭のために

制作したものです。これまで県立図書館内に設置されてい

ましたが、岩出市の子どもたちにも楽しんでもらおうと

引っ越してきました。

　両作品ともに力作ですので、ぜひ会いに来て下さい。

岩出図書館に現れる！

読書週間イベントのお知らせ（10 月 27 日～ 11 月 9 日）

2013・第 67 回　読書週間標語
                                                「本と旅する　本を旅する」参加無料

テレビ朝日系「モーニングバード！」などで教授の研

究が紹介されました。

 開演午前 10 時 30 分
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市の人口と世帯（平成 25 年 8 月末現在）
総人口 : 53,356 人（男 : 25,826 人　女 : 27,530 人）
世帯数 : 21,349 世帯　　

国体で行われる競技には、【正式競技】（37 競技）・【公開

競技】（4 競技）・デモンストレーションとして行うスポー

ツ行事【デモスポ行事】（27 行事）の 3 種類があるんだ。

正式競技とは、都道府県対抗の得点対象となる競技（天皇

杯・皇后杯対象競技）のことをいうんだよ。

　紀の国わかやま国体は、平成 27 年（2015 年）9 月 26 日（土）～ 10 月 6 日（火）まで、県内

の市町で行われます。岩出市では 37 の正式競技のうち、ボウリング競技（全種別）、バドミント

ン競技（全種別）、ハンドボール競技（成年女子）を開催いたします。

（全種別では、成年男子・成年女子・少年男子・少年女子の 4 つの種別すべて実施します。）

岩出市で開催する競技 競技の会期 競技会場

ボウリング競技（全種別）
平成 27 年 9 月 27 日（日）～

10 月 2 日（金）までの 6 日間
紀の川ボウル（西国分）

バドミントン競技（全種別）
平成 27 年 10 月 2 日（金）～

10 月 5 日（月）までの 4 日間
市民総合体育館（荊本）

ハンドボール競技（成年女子）
平成 27 年 9 月 28 日（月）～

9 月 29 日（火）までの 2 日間
市立体育館（西野）
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国体では、普段は見ることができない日本のトップレベルの試合

を見ることができるよ。

市民の皆さんも会場を見に来てね！

また、全国から訪れる選手・監督や関係者の皆さんを温かくおも

てなしするボランティア活動にもご参加とご協力をお願いしま

す。

（全種別では、成年男子・成年女子・少年男子・少年女子の 4 つの種別すべて実施します。）

紀の川ボウル（西国分）

市民総合体育館（荊本）
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　芸術の秋、読書の秋、食欲の秋、秋にも色々ありますが・・・。

　　　　秋といえば、やっぱり “ スポーツの秋 ” でしょ！ きいちゃん通信

岩出市では何をするの？

岩出市民運動会（昨年）


